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 １，本日の会議に付した事件 

   議事日程に同じ 
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           （午前９時４５分 開会） 

○議長（中西和夫君） おはようございます。 

 ただいまの出席議員は１５名で全員出席であります。 

 これより、平成２１年第３回斑鳩町議会定例会を開会いたします。 

 ただいまから本日の会議を開きます。 

 初めに、町長より議会招集のあいさつをお受けいたします。小城町長。 

○町長（小城利重君） おはようございます。 

 平成２１年第３回町議会定例会を招集いたしましたところ、議員皆様には、公私何か

とお忙しい中、お繰り合わせの上ご出席賜り、厚くお礼を申し上げます。 

 平素は、町政諸般にわたり格別のご支援とご協力を賜り、おかげをもちまして各事業

を円滑に推進させることが出来、心から感謝を申し上げます。 

 平成２１年度も既に２カ月が過ぎ、職員共々一丸となって本年度事業の早期実施を図

るべく積極的に取り組んでいるところであります。今後さらに、円滑かつ効果的な事業

推進に向けて全力を挙げて取り組んでまいりたいと考えており、議員皆様方のより一層

の温かいご支援、ご協力を賜りますようお願い申し上げます。 

 議員皆様に大変ご心配をおかけしております新型インフルエンザについてであります

が、感染者が兵庫県や大阪府など近畿圏において急激に広がりましたが、幸いにも県内

ではまだ感染者が出ていない状況であります。 

 本町としては、５月２２日に、関係機関の代表から成る斑鳩町新型インフルエンザ対

策連絡会議を開催し、有事の対策等について共通の認識を図ったところであります。 

 また、最近の感染者の発生は鎮静化しているところであり、国の対処方針も見直され

たところでありますが、人から人への感染は、弱毒性とはいえ感染力は強く、まだ予断

が出来ないところであり、町民皆様の健康と安全を守るために、引き続き情報収集等に

努めると共に、県との連携のもと適切に対応をしてまいりたいと考えております。 

 さて、本定例会は、斑鳩町附属機関設置条例の一部を改正する条例についてなど２３

議案を提出させていただいております。いずれの議案につきましても、温かいご審議を

賜りまして、満場一致で原案どおりご承認いただきますようお願い申し上げます。 

 また、 巳、中西両監査委員には、５月１８日、水道決算監査について克明にご審査

をいただき、深く感謝いたしますと共に、賜りましたご意見を踏まえてさらに合理的、
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効果的な運営に努め、安全で清浄な飲料水の安定供給に努めてまいりたいと考えており

ます。 

 提出議案の説明は後刻とさせていただくこととして、簡単でございますけども招集の

あいさつとさせていただきます。 

 次に、私ごとでございますが、この機会をおかりいたしまして、現在の私の心境につ

いて述べさせていただきたいと思います。 

 早いもので、私が６期目の町政を担う栄誉を与えていただいた任期も、あと５カ月余

りとなりました。この間、私は、ふるさと斑鳩のために、今、何をすべきかという思い

を常に心に刻み、「人にやさしいまちづくり」を基本姿勢として全力で町政運営に邁進

してまいりました。 

 これまでの歩みを顧みますと、幾多の困難はございましたが、都市基盤の整備では、

公共下水道やＪＲ法隆寺駅周辺整備、いかるがパークウェイ、都市計画道路法隆寺線な

ど推進してまいりました。斑鳩町の文化財の保存と活用では、町内遺跡や古墳の発掘を

順次進めていくと共に、史跡藤ノ木古墳の整備、（仮称）斑鳩町文化財活用センターを

建設、史跡中宮寺跡の整備に向けて用地買収を進め、発掘調査を行っているところであ

ります。 

 また、文化と学習の拠点として、いかるがホールや図書館の建設を行ってまいりまし

た。さらに、福祉健康づくり、子育ての拠点としての生き生きプラザ斑鳩の建設やふれ

あい交流センターいきいきの里など、斑鳩が持つ特性を生かしながら、２１世紀にふさ

わしいまちづくりを進めることが出来ました。 

 また、来るべき少子高齢社会に備えたまちづくりに向けては、各種健診や高齢者イン

フルエンザ予防接種の無料実施や乳幼児・高齢者等への福祉医療制度の拡充、乳幼児保

育の充実として長時間保育、一時保育、学童保育の実施や妊婦一般健康診査の公費助成

の拡充、助産師の指導を取り入れた新生児訪問や妊産婦相談、指導の実施など、地域の

支え合いによる地域福祉の推進、将来の斑鳩町を支える子どもたちを安心して産み育て

る環境づくりの充実などを進めてまいりました。これもひとえに、住民の皆様、町議会

の皆様をはじめ多くの方々のご理解とご協力の賜物と、衷心より深く感謝いたしている

次第でございます。 

 さて、昨年後半から続く世界的な経済危機により、日本は、今、大変厳しい状況に直

面しております。さらには、私たちの日常生活においても、大規模地震などの自然災害
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など人々は不安を抱きながら暮らしておられます。こうした時であるからこそ、私は住

民の皆様の声に耳を傾けながら、安心して暮らしていける環境づくりに全力を尽くして

いかなければならないと考えております。 

 今後の社会におきましては、私たちがこれまで経験したことのない人口減少化社会の

中で、少子高齢社会が大きな課題となると共に、不安の時代の中にあって、より一層安

全と安心のまちづくりに取り組むことが求められております。 

 そうしたことから、今後のまちづくりの重要な視点として、安全と安心、子育て、教

育、生きがい、健康づくり、環境と景観、文化財の保存と活用、行政の透明性と情報化

の７つとし、議員皆様方のご支援を賜りながら、町民憲章に掲げる和の精神を尊び、私

たちのふるさと斑鳩をどこよりも魅力のある、そして住むことを誇りに思えるまちに築

き、未来に引き継ぐため、私の斑鳩町まちづくりへの熱意が続く限り、初心を忘れず、

引き続き町政の舵取りとしての職を担って斑鳩町の発展に尽くしてまいりたいと意を固

めているところであります。よろしくご理解賜りますようお願いいたしまして、開会の

あいさつといたします。どうもありがとうございました。 

○議長（中西和夫君） ただいまから議事に入ります。 

 本定例会の議事日程は、お手元に配付いたしております議事日程表のとおりでありま

す。よってこれに従い議事を進めてまいります。 

 まず、日程１、会議録署名議員の指名を行います。 

 会議録署名議員は、会議規則第１２０条の規定により、議長において指名をいたしま

す。本定例会の会議録署名議員には、５番、伴議員、６番、紀議員を指名いたします。

両議員には、会期中よろしくお願いをいたします。 

 続きまして、日程２、会期の決定についてを議題といたします。 

 お諮りいたします。本定例会の会期を、本日から本月２２日までの２１日間と定める

ことについて、これにご異議ございませんか。 

         （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中西和夫君） 異議なしと認めます。よって本定例会の会期は、本日から本月２ 

２日までの２１日間と決定いたしました。 

 続きまして、日程３、建設水道常任委員長報告についてを議題といたします。 

 平成２１年第１回斑鳩町議会定例会において、建設水道常任委員会の閉会中における

継続審査とされましたことについての審査結果の報告を求めます。１０番、浦野委員長。 
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○建設水道常任委員長（浦野圭司君） それでは、建設水道常任委員会委員長報告をいた 

します。 

 閉会中の建設水道常任委員会は、５月１５日に全委員出席のもと開催されました。審

査に入る前に、４月に人事異動がありましたので、当委員会所管の都市建設部、上下水

道部の異動職員の紹介を受けました。 

 次に、継続審査案件である都市基盤整備事業に関することについて、公共下水道事業

に関することについてを議題とし、理事者より、平成２１年４月末現在の公共下水供用

開始済みの区域は１４２ヘクタールで、人数では９，７６８人が該当するとの説明を受

けました。 

 これに対して、委員より、幸前地域は次の認可区域に入っているのかについて、また

今まで整備にかかった年数と整備予定の２４２ヘクタールに到達する年度について、ま

た下水接続後の検査について等の質疑があり、理事者より、認可区域の決定は、人口密

集地域や旧来の集中浄化区域等優先順位をつけて決定し、これに幸前区域が該当してい

るかどうかは今は回答出来ない。また、今まで整備に要した年数は１６年間であり、整

備予定区域完了年度は、平成２６年度と見ている。また、接続後の検査は１軒ごと行い、

無断接続等異常な工事は監視しているとの答弁がありました。 

 これについては、一定の審査を行ったということで終わりました。 

 次に、都市計画道路の整備促進に関することについてを議題とし、理事者より、いか

るがパークウェイ全長４．７キロメートルのうち、現在２．３キロメートルを取り組ん

でいる。また、都市計画道路法隆寺線については、国道２５号線との取り付け口を残し

てほとんどが供用開始しているとの説明がありました。 

 これに対して、委員より、パークウェイ整備は国の事業であるが、これに関する住民

への説明会では、町はどんな立場でいるのか。また、都市計画道路法隆寺線の取り付け

口の未買収区間の今後の見通しについての質疑があり、理事者より、パークウェイ整備

の住民説明会での町の立場は、国と同じ立場に立って事業説明をしている。また、都市

計画道路法隆寺線取り付け口の買収交渉は、うまくいっていない。収用も考え、出来る

限り早く買収出来るよう努力をしていくとの答弁がありました。 

 これについては、一定の審査を行ったということで終わりました。 

 次に、ＪＲ法隆寺駅周辺整備事業に関することについてを議題とし、理事者より、図

面の資料により、現在までに整備が完了した区域と今後進めていく区域について説明が
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ありましたが、これに対しては特段の質疑はありませんでした。 

 本件についても、一定の審査を行ったということで終わりました。 

 次に、６月定例会に提出が予定されている議案についてあらかじめ説明を受けました。 

 まず初めに、斑鳩町附属機関設置条例の一部を改正する条例についてを議題とし、こ

れについては、各課報告事項の斑鳩町都市計画マスタープラン策定委員会規則について

及び斑鳩町景観計画策定委員会規則についてをあわせて説明を受けました。 

 これに対して、委員より、附属機関の構成委員選出で、識見を有するとはどう理解し

ていいのか。また、今まで都市計画審議会があるが、それとの関連性と、構成委員がダ

ブった場合、新たな委員会の意義について等の質疑があり、理事者より、識見を有する

とは、農業、商業、観光、工業、防災等に識見が優れていること。また、今まである都

市計画審議会とこれからつくる都市計画マスタープラン策定委員会及び景観計画策定委

員会は、それぞれ独立した委員会である。また、委員がダブる可能性はある。各委員会

の意見が食い違うこともあるが、それぞれ調整を取り合って進めていくとの答弁があり

ました。 

 次に、平成２１年度斑鳩町公共下水道管渠築造工事請負契約の締結について（その

１）を議題とし、理事者より、５月１９日入札予定の第１１処理分区２工区－３、神南

地区下水道工事について説明を受けましたが、特段の質疑はありませんでした。 

 次に、平成２１年度斑鳩町公共下水道管渠築造工事請負契約の締結について（その

２）を議題とし、理事者より、５月１９日入札予定の第１１処理分区２工区－４、神南

地区下水道工事について説明を受けました。委員より若干の質疑があり、理事者より一

定の答弁がされました。 

 以上、６月定例会提出予定議案については、あらかじめ説明を受けたということで終

わりました。 

 次に、各課報告事項についてを議題とし、まず初めに、平成２０年度斑鳩町繰越明許

費繰越計算書の報告について（一般会計）の説明がありました。その内容は、当委員会

所管の第５款農林水産業費の土木改良事業費で８００万円及び１，０５０万円を、また

第７款土木費の道路橋梁費で３，５９０万円及び都市計画費で１，０６０万５，０００

円を繰り越すとの説明があり、委員から、第５款農林水産業費の１，０５０万円は火葬

場の補償工事費と聞くが、これまで事前に委員会で図面等示して説明をしてきたのか。

また、繰り越し年度の期限についての質疑があり、理事者から一定の答弁がありました。 
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 次に、平成２０年度斑鳩町繰越明許費繰越計算書の報告について（公共下水道事業特

別会計）の説明がありました。その内容は、第１款公共下水道費で、公共下水道事業、

第１１処理分区２工区－５及び第１２処理分区４工区－４の事業費として１億円のうち、

翌年繰越額８，９００万円の説明がありました。委員から特段の質疑はありませんでし

た。 

 次に、その他の事項について理事者並びに委員に求めたところ、上下水道部長から、

人件費の報告がおくれているが、国の人事院勧告が間もなくあると思われるので、それ

に伴い報告出来る。また、観光産業課長から、東京日本橋で本年４月４日奈良まほろば

館がオープンされたが、今、法隆寺ｉセンターで展示してある夢殿レプリカをここに展

示し、斑鳩の誘客キャンペーンをしていくとの報告がありました。 

 以上が閉会中に開催されました建設水道常任委員会の審議内容についての概要です。

詳細につきましては、議事録に掲載しておりますので、ご参照をいただければ幸いです。 

 以上で、建設水道常任委員長報告を終わります。ご清聴ありがとうございました。 

○議長（中西和夫君） 次に、日程４、厚生常任委員長報告についてを議題といたします。 

 同じく、閉会中における継続審査とされましたことについての審査結果の報告を求め

ます。１３番、里川委員長。 

○厚生常任委員長（里川宜志子君） それでは、去る５月１４日木曜日に委員会を開催い 

たしましたので、ご報告をさせていただきます。 

 まず初めに、１、継続審査案件として、その１、総合保健福祉会館の運営に関するこ

とについてを議題とし、報告を受けました。 

 まず、３月、４月の利用状況について。来館者数については、３月３，６７３人、４

月３，５１２人で、会議室等や子育てルーム、歩行浴室、保健事業、足湯と、それぞれ

の利用状況について詳細に報告がされました。また、施設整備については、利用者の要

望が多かった歩行浴室にシャワーを２カ所取り付けたこと、そして新年度より第４土曜

日にイベントを行うことになり、つどいの広場や足湯も利用していただくようにしまし

たという報告を受けた後、委員より、１つとして、利用状況についてはこれまで口頭で

報告されてきたが、数字については資料として提出してほしいという意見があり、今後

は資料として提出をしていただくことといたしました。２つ目としまして、９月で開館

から１年となることから、住民の要望をくみ上げるアンケートなどを実施してはどうか。

３つとして、介助浴室の人数のカウントの仕方と調理室の利用状況について、４つとし
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て、災害時の避難場所としての取り組みについて、５つとして、ミニコンサートなどの 

イベントの開催についてなどの質疑、意見があり、一定の答弁がされました。 

 以上、報告を受け、一定の審査をしたということで継続審査案件については終わりま

した。 

 次に、２つ目といたしまして、６月定例会の付議予定議案についてを議題とし、あら

かじめ説明を受けました。 

 １つとして、斑鳩町国民健康保険税条例の一部を改正する条例について、一定の説明

がされ、委員より、１つとして、所得割の具体的な算定方式のやり方について、２つと

して、先物取引について、限度や範囲などがあるのかなどの質疑があり、一定の答弁が

されております。 

 以上、付議予定議案について、あらかじめ説明を受けて終わりました。 

 次に、各課報告事項についてを議題とし、順次報告を受けることといたしました。 

 １つとして、平成２１年度斑鳩町一般会計補正予算（第１号）についてを議題としま

した。これについては、さきに、５月１日に人事院勧告がされ、国は５月８日に勧告ど

おり実施することを閣議決定されたので、国の給与改定が行われたら、斑鳩町において

も５月中に専決処分を行い、６月定例会において人件費の補正を加えたものを提出する

ことについて説明がされ、現時点での当委員会所管の補正について報告がされましたが、

特段の質疑はありませんでした。 

 ２つとして、平成２１年度斑鳩町国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号）につ

いては、平成２０年度の本会計における不足分については、平成２１年度予算から繰り

上げ充用の必要が生じることから、金額の確定に伴い５月中に専決処分を行うことの理

解を求められ、それが補正予算の第１号となることから、今回の報告が第２号になるこ

との説明がされました。また、一般会計と同様に人件費についての補正の確定は６月定

例会に提出されることになり、現時点で確定している前期高齢者納付金についての補正

について報告を受けました。これについても、特段の質疑はありませんでした。 

 ３つとして、平成２１年度斑鳩町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）につい

て、保険料の過払いが発生し、２０年度の還付が決定したものの、年度内に還付出来な

かったものを２１年度に処理するために補正するものであることの報告がされましたが、

特段の質疑はありませんでした。 

 ４つとして、平成２０年度斑鳩町繰越明許費繰越計算書の報告について（一般会計）
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については、民生費で、子育て応援特別手当の支給申請期限が平成２１年１０月１日と

なっていることから、２１年度に繰越明許を行うこと、また衛生費では、火葬場周辺対

策事業で、天満池から毛無池へのポンプアップのための土地改良事業の地元負担分の１，

０５０万円を、設計変更などの必要があり時間を要したことから、繰越明許が必要とな

ったこと。また、衛生処理場周辺対策事業での秋葉川から国道２５号線までの農道整備

の地元負担分４００万円は、地元関係者の調整に時間を要していることから繰り越しを

すること。また、鳩水園の放流水の水質改善工事は、平成２０年度、２１年度で実施す

る計画だったが、国の地域活性化・生活対策臨時交付金を活用出来たことから増額補正

をしましたが、２０年度の工事の完成が困難なことから、繰り越しの必要が生じたこと

などの報告がされました。 

 委員より、１つとして、鳩水園の３，０００万円の大きな工事なので、工事の内容の

詳細について聞きたい。２つとして、火葬場周辺対策事業の工事内容がわかりにくいこ

とについて。３つとして、衛生処理場の周辺対策事業の繰り越しは去年もあったが、続

けて行うことの問題と、これも場所が特定しにくいので図面などの提出についてなどの

質疑、意見、要望などがありましたが、一定の答弁がされております。 

 ５つとして、平成２０年度斑鳩町繰越明許費繰越計算書の報告について（介護保険事

業特別会計）では、介護従事者処遇改善の特例交付金については、２０年度に受け入れ

をしたものの、趣旨普及については２１年度で行うことになることから繰り越しをする

ものであることが報告されました。 

 委員より、制度が色々変わることについて、高齢者には理解しにくいことも多いが、

どのように趣旨普及を行うのかという質疑があり、一定の答弁がされております。 

 続いて、６つ目といたしまして、斑鳩町障害者福祉計画・第２期斑鳩町障害福祉計画

について、冊子が出来、その冊子の目次に沿って概要説明を受けました。 

 委員より、１つとして、計画を策定する委員会での主な意見の内容について、２つと

して、アンケートの回答率４５．６％と低いことについて、３つとして、相談事業など

について、４つとして、学校に通っている障害児さんの夏休みなどの長期休業の時の対

応について、５つとして、介護者の高齢化について、６つとして、手帳所持者の増加傾

向について、７つとして、後見制度についてなどの質疑、意見があり、一定の答弁がさ

れておりますが、委員会当日に配布されたことでもあることから、さらに委員皆様には

中身についてよく読んでいただき、今後も様々な質疑、意見を受けていくことを確認し
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て終わりました。 

 ７つとして、子育て応援特別手当の申請状況について報告を受けました。対象者は、

３４２世帯の３５９人となっておりますが、５月１３日現在で３１８世帯３３５人の申

請がされており、申請率は９３％ですが、未申請者には６月末ごろに再度案内書を送付 

する予定であると報告されましたが、これについては特段の質疑はありませんでした。 

 続いて、８つ目として、学童保育室の整備について。これにつきましては、計画が変

更になったことがまず報告されました。東学童については、当初、現在の場所に２階建

てに改築をするという考え方でしたが、用地の確保も出来、安全性が図れること、財政

的にも安価になることから、平屋建ての増設ということに変更をさせていただくとの説

明がされました。 

 続いて、詳細報告については、補助金の内示を受けたことから、設計業務委託を４月

２０日に指名競争入札を行い、株式会社西谷設計と契約をし、５月１日から２９日まで

の委託契約期間に設計図が出来上がれば、６月末ごろに建築工事の入札を行い着手して

いきたいと考えている。工事期間は夏休みを予定しているという報告でした。 

 委員より、１として図面の縮尺について、２つとして東学童の部屋が離れていること

での使い勝手について、３つとして、東学童の新しく建てる部屋から子どもたちが遊ん

でいるところが全く見えないことから、安全性の確保についてなどの質疑、意見があり、

一定の答弁がされて終わりました。 

 続いて、９つとして、第４期斑鳩町介護保険事業計画・高齢者福祉計画については、

平成２１年度から２３年度までの３年間の計画について、冊子が配付され、その目次に

沿って概要説明を受けました。 

 委員より、１つとして、増加している高齢者のみの世帯、また家族がいても昼間は一

人で過ごしているという高齢者も多いことから、施策の充実やサービスの周知の徹底な

どについて、２つとして、介護保険の住宅改修の事業量がふえてきているが、受領委任

払い制度についてどうなっているのか。３つとして、認知症の対策と情報提供について

などの質疑、意見があり、一定の答弁がされております。 

 なお、この計画の冊子につきましても、委員会当日に配付されたものであり、委員皆

さんには後刻によく読んでいただき、質疑、意見があれば、今後もお受けすることとい

たしております。 

 続いて、１０点目として、国民健康保険税の減免範囲等について。これについては、



１－13 

条例改正に伴い、適用の範囲、期間、減免割合などを具体化したものを資料に基づき説

明がされました。 

 質疑としては、一たん退職、失職などで国保に入ったが、まもなく勤めに行くことが

出来、健康保険にも加入出来た場合の保険料の計算の仕方についてというものでありま

したが、これについては、月割り計算をし、月の最終日に加入している健康保険でその

月の保険料を払うことになっているというふうに答弁をされております。 

 続いて、１１点目、新型インフルエンザへの対応についてですが、斑鳩町新型インフ

ルエンザ対策本部設置要綱に基づき、本部の設置からこの間の取り組みについての報告

がされました。 

 委員より、１つとして、チラシを配布されたが、相談はどの程度あったのかという質

疑に対し、５月１２日までに、町では３件、県では５２８件の相談件数となっていると

答弁されました。２つ目として、県が現状報告をされた市町村サミットへの当町の参加

状況についてはどうなっているのかという問いに対し、町長にかわって副町長が参加を

して、現状と対応について説明を受けたと答弁されました。 

 続きまして、１２点目、いかるがの里クリーンキャンペーンについてですが、キャン

ペーンの方法を変更した考え方や内容について、清掃活動と共にイベントについても報

告がされました。 

 委員より、１つとして、不特定多数が集まるイベントなどが中止されたりしているこ

ともあるが、町の考え方はどうなのか。２つとして、クリーンキャンペーンで草刈りを

することについて、３つとして、河川の草刈りなどの総合的な管理についてなどの質疑、

意見があり、一定の答弁がされました。 

 また、その他の理事者の報告としては、福祉課が行います夏の３行事の日程が報告を

されました。 

 以上で、各課報告事項については終わらせていただき、次に、４つ目、その他につい

てを議題といたしました。委員より、１つとして、災害時の要援護者リストの作成状況

について、２つとして、保育園の年度初めの入園者の状況と途中入園の可能性について

などの質疑があり、理事者から一定の答弁がされました。 

 以上が、閉会中に開催いたしました委員会の概要ですが、報告事項も大変多かったこ

とから、詳細につきましては会議録に整理をいたしますので、詳しくはご覧いただきま

したら幸いでございます。 
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 以上で報告を終わらせていただきたいと思います。ご清聴ありがとうございました。 

○議長（中西和夫君） 次に、日程５、総務常任委員長報告についてを議題といたします。 

 同じく閉会中における継続審査とされましたことについての審査結果の報告を求めま

す。７番、嶋田委員長。 

○総務常任委員長（嶋田善行君） それでは、総務常任委員会の委員長報告をさせていた 

だきます。 

 ５月１９日、全委員出席のもと総務常任委員会を開き、閉会中における継続審査案件

及び総務常任委員会の所管に係る事案について報告、説明を受け、必要な審査、質疑を

行いましたので、その概要についてご報告いたします。 

 まず、継続審査案件であります斑鳩町における歴史的史跡等の発掘調査、整備保存に

関することについてであります。 

 理事者より、委員会メンバーが新しく変わったことを踏まえ、以前の経緯等の概要を

も含め報告がなされましたが、過去の経緯の部分につきましては省略させていただきま

す。 

 まず、史跡中宮寺跡の整備について。平成２０年度から３カ年計画での発掘調査の初

年度２０年は、金堂基壇の調査であり、調査結果は、飛鳥時代の基壇構築の様子が解明

できた。この調査に基づく現地説明会では、約７００名の参加があった。今後は、塔基

壇や講堂跡を史跡中宮寺跡整備検討委員会指導のもと調査を進めるとのことです。 

 次に、史跡藤ノ木古墳についてであります。去る５月１日の町民を対象とした石室の

先行公開では約５００名、５月２日、３日の一般公開では約２，４００名の見学者が集

まった。過去の一般公開等の分析を行う中では、多くの見学者が、斑鳩に来られて初め

て石室の特別公開を知ったとのことであり、今後も、秋には石室特別公開の実施を計画

しているが、広報、周知の方法について検討課題であるとのことです。 

 続きまして、（仮称）斑鳩町文化財活用センターの整備についてであります。整備工

事は工程どおり順調であり、進捗率はおよそ２５％とのこと。そして、文化財活用セン

ターが、多くの人に親しまれ利用していただけるよう、愛称の募集を６月１日から６月

３０日までの期間で行うとのことであります。 

 続きまして、安田家文書調査についてであります。本年３月に、安田家文書の古文書

や絵図等の基本的な内容の調査票の一覧表「文書目録」や、重要な文書を現代の字体に

した「釈文」、調査指導員などの調査関係者からの「研究論考」などによる「安田家文
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書調査報告書」が本年３月に完成しております。これらの調査結果から、文化財的価値

の高いことが明らかとなり、今後は、町指定文化財の候補として町文化財保護審議会に

諮りたい。また、一般者向けのパンフレットを作成し、中央公民館などで安田家文書の

速報展を秋期に開催したいとのことであります。 

 委員より、パンフレットの内容について、重要な絵図等がみんなにわかる形で盛り込

まれるのか、役場が持っている旧龍田町・法隆寺村・富郷村などの古文書は、今、どこ

で管理されているのか、史跡中宮時跡整備について、調査結果のまとめの時期と委員会

への報告時期について、（仮称）文化財活用センターについて、完成後の人員配置を含

めたソフト面の検討及び現在の状況について、過去に出土し橿原考古学研究所附属博物

館に預けている御坊山古墳の琥珀の枕や三釉の円面硯とか、仏塚古墳の金環や銀環など

は、文化財活用センター完成後はセンターに引き上げるのかなどの質問があり、理事者

よりそれぞれ答弁がなされました。 

 以上が継続審査案件に関する概要であります。 

 続きまして、６月定例会の付議予定議案について、当委員会所管にかかわる２事案に

ついて説明がなされました。 

 その１つは、斑鳩町町税条例等の一部を改正する条例についてであります。この一部

改正については、地方税法等の一部を改正する法律が平成２１年３月３１日公布、同年

４月１日から施行されたことによるものであります。 

 まず１点目に、個人住民税において、住宅ローン特別控除制度が創設された。対象者

は、所得税の住宅ローン控除適用者で、控除額は所得税から控除しきれなかった住宅ロ

ーンの控除額について、９万７，５００円を限度に控除することとされている。なお、

給与支払報告書等の所要の改正により、市町村に対する申告は不要とのこと。 

 ２点目は、上場株式等に係る配当及び譲渡益に係る軽減税率が３年間延長をされたと

のことです。委員より若干の質疑があり、理事者より一定の答弁がなされました。 

 次に、斑鳩中学校本館西棟校舎耐震補強工事請負契約の締結については、斑鳩中学校

本館西棟校舎において、鉄骨ブレスと柱増し打ちによる耐震補強工事であり、工事期間

は、平成２１年６月２２日から平成２１年８月２７日の６７日間の予定であること、入

札結果については、予定価格税込額で５，４６０万円に対し、最低入札者は株式会社鍛

治田工務店で、価格は３，９６９万円であった。この金額は、低入札調査基準価格未満

であるため、今後、調査を行うとの説明がなされました。 
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 委員より、中学校の耐震補強完了はいつになるのか、また昨年の補正により行った耐

震２次調査の結果についてなどの質問があり、理事者より、次回委員会までに既在の長

期計画表に耐震２次診断実施済み分までの数値状況を記載した一覧表の提出を含めた一

定の答弁がなされました。 

 以上が、６月定例会に付議が予定されている事案についての概要であります。 

 続きまして、各課報告事項であります。 

 初めに、定額給付金の申請受け付け及び給付状況について。４月１日の受け付け開始

から５月１８日現在での給付対象世帯は１万８１５件であり、そのうち９，８９５件、

９１．４９％の受け付けを行った。給付金額は、３億６，３６０万４，０００円の交付

決定をしたとのことであります。 

 委員より、定額給付金と並行してされている子育て応援特別手当の給付状況について、

現段階においての受け取り拒否の状況について、ＤＶなどで世帯主と別個の対応を要望

しておられる件数について、給付金の受け取り拒否の人への寄附対応について、現在ま

での未申請者への対応についてなどの質疑がなされ、一定の答弁を得ています。 

 続きまして、平成２０年度継続費繰越計算書の報告について（一般会計）についてで

あります。（仮称）文化財活用センター整備事業に係る継続費について、請負業者決定

が予定より６カ月程度おくれたことなどから、２億１，１８１万円を平成２１年度に繰

り越しするものであるとの説明がなされました。 

 次に、平成２０年度斑鳩町繰越明許費繰越計算書の報告について（一般会計）につい

て。定額給付金給付事業については、給付事業の完了が平成２１年度となることから、

事業費４億５，８０６万５千円のうち４億５，１１２万１，１９５円を繰り越すもので

ある。また、幼稚園園舎耐震補強事業において、斑鳩幼稚園と斑鳩西幼稚園の園舎耐震

診断を、時間的な問題もあり、４３０万円全額を繰り越すとの説明がなされました。こ

の２事案につきましては、特段の質疑はなされませんでした。 

 次に、斑鳩町の一般職の職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例についてで

あります。理事者より、政府は、人事院の国家公務員の期末・勤勉手当の支給率の改定

に関する法律等の一部を改正する法律案を今国会に提出された。斑鳩町においても、こ

の法案が可決され、公布施行のあかつきには、これに準拠した給与条例等の改正を行い

たい。その概要は、一般職の職員の期末手当は現行より０．１５月の引き下げの１．２

５月に、勤勉手当につきましては現行より０．０５月引き下げの０．７月に、再任用職
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員の期末手当は現行から０．０５月引き下げの０．７月に、勤勉手当は現行から０．０

５月の引き下げの０．３月に、議会議員と常勤の特別職の期末手当は現行から０．１５

月の引き下げ１．４５月にするものである。 

 この条例の一部改正は、斑鳩町の一般職の職員の給与に関する条例、斑鳩町議会の議

員報酬、費用弁償及び期末手当に関する条例、特別職の職員で常勤のものの給与及び旅

費に関する条例の３つの条例改正が必要となるが、それぞれ個々の改正ではなく、一つ

の改正条例としてまとめて改正する。また、今回は暫定的に引き下げるとの特例措置で

あり、今回の町条例の一部改正は付則での改正という形をとっている。 

 なお、この条例改正は、６月期の期末・勤勉手当の支給基準日である平成２１年６月

１日の前日の５月３１日までに公布、施行されている必要があり、そのためには、まず

国の給与法案が公布、施行されることが必要であるが、その時期は今現在未定であるこ

とから、専決処分をさせていただきたい。この条例の一部改正によりまして、期末・勤

勉手当で約１，５００万円、共済費の負担金で約２００万円、計約１，７００万円の減

額となるとの説明がありました。 

 委員より、減額１，７００万円の内訳について、一般職の職員数と再任用の職員数に

ついて、職員組合との話し合いについてなどの質疑があり、理事者よりそれぞれ答弁が

なされました。 

 次に、平成２１年度斑鳩町一般会計補正予算（第１号）についてのうち、当委員会所

管にかかわる内容についてであります。歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１３０ 

万１，０００円を追加し、歳入歳出それぞれ６９億６，１３０万１，０００円とする。 

 歳入予算の補正としては、３名の方から寄附及び史跡中宮寺跡現地説明会、史跡藤ノ

木古墳石室特別公開において斑鳩の里歴史文化遺産保存・活用基金への募金、計３万３，

０００円の増額補正、福祉費寄附金で２名の寄付により３万７，０００円の追加補正。

次に、消防団員４名の退職により退職報償金の受け入れ１２３万１，０００円の追加補

正である。 

 歳出予算の補正として、議会費で事務局職員の０．２カ月分の減額及び共済組合負担

金率の改正及び人事異動等の影響により１２６万１，０００円の増額、議員の期末手当

０．１５カ月分として８８万８，０００円の減額。総務費では、期末手当０．２カ月分

の減額及び共済組合負担金率の改正及び人事異動等の影響により７１万８，０００円の

増額補正。次に、消防費では、団員４名の退職に伴い１２３万１，０００円の追加補正。
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教育費では、同じく０．２カ月分の減額及び共済組合負担金率の改正及び人事異動等の

影響により７４５万８，０００円の増額補正。また、幼稚園費では、臨時講師及び補助

員の配置等により１９２万円の増額補正である。 

 今回の予算補正に要する財源として、予備費から１，６６８万２，０００円を充当し

ていく。なお、新型インフルエンザに対応するマスク、防護服、手袋、消毒液などの購

入費や職員手当などの対応費用２００万円も予備費から充当したとの説明がなされまし

た。 

 委員より、幼稚園の教頭を廃止し外から園長を迎え入れた。斑鳩町全体の人件費は上

がることになると思うが、あえてこのような体制をとる理由についての質疑があり、理

事者より、今回、幼稚園改革という中で、専任の園長を入れる体制をとった。また、臨

時職員３名にかわり正職員を３名新しく採用し、保育する職員の充実を図った。園長、

職員の研修、出張した時に補充する補助員を３名採用した。また、６月からは特別支援

教員１名を配置していきたいとの答弁があり、委員より、今の斑鳩町の幼稚園の抱えて

いる問題を具体的に説明し、新しく園長を迎える理由を説明してほしいとの質疑に、園

でいざという時、園として即決し、すぐに対応していく意味で、園長をじかに置くほう

が運営上スムーズにいくのではないか、また外部から新たな空気を取り込むことも運営

上重要ではないか、そして特色を持ちながら意欲ある幼稚園教育を進める、そうした中

で、今まで兼務していた時と違って直接見ることによって課題も出てきており、そうし

た課題を次年度に向けて改革等しながら来年度の幼稚園教育に反映していきたいとの答

弁がなされ、また同委員より、園長は民間の方から入れられたのか、またこれまでの教

頭では園長は務まらないのか、民間人でないなら、「外から風を入れる」ということと

実際の人事とは相当ギャップがあるように思われるが、その事についてなどの質疑があ

り、一定の答弁がなされました。また他の委員より、責任を持ってやっていただく園長

が臨時職員の身分でよいのかとの質疑には、任命を受けた以上は、どういう形であろう

が職責を全うしていただけると思っているとの答弁がなされました。 

 次に、平成２０年度町税不納欠損処分についてであります。平成２０年度町税不納欠

損処分合計で１，４７７万４，６５１円で、実人数は法人を含む１１７人である。平成

１９年度の不納欠損処分額は３，０２４万９，２６２円であり、１，５４７万４，６１

１円減少している。また、２０年度の差し押さえなどの滞納処分額は３，０２４万５，

０００円であるとの報告がなされました。 
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 委員より、法第１８条の１項、消滅時効が到来したものにおける法人町民税について、

また他の委員より、今後の不納欠損の見込みについてなどの質疑があり、理事者より一

定の答弁がなされました。 

 その他として、定例会中の６月１５日、午後１時から消防運営委員会が開催されるこ

と、また町民体育大会を誰もが参加しやすくよりよい大会にしていくためのアンケート

調査について、５月末を締め切りとし、その結果集計の後、分析及び検証を行い、当委

員会に報告するとのことです。委員より若干の質問があり、理事者より一定の答弁がな

されました。 

 続きまして、その他について、委員より、新型インフルエンザへの町内小中学校の対

応について質問があり、幼・小・中学生を対象に各家庭に聞き取り調査を行った結果、

中学校で、鼻水・鼻づまり・のどの痛み・咳・熱の２つ以上の症状のある子どもが８名

いたが、陰性であったとの答弁がなされています。 

 以上が閉会中における総務常任委員会の審査事項についての概要報告であります。な

お、質疑の答弁の後の再質疑、再答弁もなされている事案等もございますので、詳細に

つきましては、会議録をご一読いただきますようお願いいたします。ご清聴ありがとう

ございました。 

○議長（中西和夫君） 次に、日程６、予算決算常任委員長報告についてを議題といたし 

ます。 

 同じく、閉会中における予算決算常任委員会の継続審査とされましたことについての

審査結果の報告を求めます。１５番、木田委員長。 

○予算決算常任委員長（木田守彦君） それでは、予算決算常任委員長報告をさせていた 

だきます。 

 閉会中の５月２２日、全委員出席のもと予算決算常任委員会を開催いたしましたので、

その審査の概要について報告いたします。 

 まず初めに、各課報告事項として、６月定例会初日に承認、報告が予定されておりま

す当委員会所管の町長専決処分に係る承認案件及び継続費繰越計算書等の報告について

あらかじめ説明を受けました。 

 １番目、町長専決処分について承認を求めることについて（平成２１年度斑鳩町国民

健康保険事業特別会計補正予算（第１号）について）、歳入歳出予算に総額５億６，９

００万円を追加するものであります。平成２０年度単年度収支では、最終的に歳出で７，
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５００万円の黒字になるという見込みでありますが、これまでの累積赤字がありますこ

とから繰り上げ充用を行うものであります。一方、歳入では、歳入欠陥補てん収入とし

て同額の追加補正をするものでありますとの説明を受け、質疑をお受けしたところ、委

員より、７，５００万円の黒字の要因について質疑があり、平成２０年度において一般

会計から介護納付金と介護保険料の差額として、平成１８年度までの累積額として９，

３００万円の繰り入れがあり、当初予算では算定しきれなかった前記高齢者納付金が約

７，０００万円ほど多く入ってきたことが黒字となった理由との説明を受け、終わっ 

ております。 

 次に、２番目の町長専決処分について承認を求めることについて（平成２１年度斑鳩

町老人保健特別会計補正予算（第１号）について）。平成２０年度の医療に係る経費歳

出が歳入を上回ることとなり、歳入欠陥が生じますことから、不足分を平成２１年度よ

り繰り上げ充用をするものであるとの説明を受け、質疑をお受けしたところ、委員より、

老人保健特別会計が平成２２年になくなるが、繰り上げ充用で対応をしているのは今後

どうなっていくのか。その質疑に対し、現在、老人保健による診療はありません。すべ

て月遅れ請求によるものです。今後３年間特別会計を持つとしても、すべて月遅れ請求

に対応するものであります。月遅れ請求が最終年度になければ、特別会計は廃止となり、

一般会計に移行し処理するということになるとの説明を受け終わりました。 

 次に、３番目の平成２０年度斑鳩町継続費繰越計算書の報告について（一般会計）。

（仮称）文化財活用センター整備事業に係る継続費について、請負業者決定が当初予定

より６カ月程度おくれたことにより、工事着手もおくれ、工事出来高が減額となったこ

とから、平成２０年度継続費のうち２億１，１８１万円を平成２１年度に繰り越しする

との説明を受け、質疑をお受けしたところ、特段の質疑もなく終わりました。 

 続いて、４番目の平成２０年度斑鳩町繰越明許費繰越計算書の報告について（一般会

計）。平成２０年度予算において年度内での執行が出来なかった経費を、平成２１年度

に繰り越すものであります。主なものとして、定額給付金給付事業、子育て応援特別手

当支給事業、火葬場周辺対策事業、鳩水園施設改良事業、衛生処理場周辺対策事業、土

地改良支援事業、法隆寺線整備事業、幼稚園園舎耐震補強事業、以上の事業の説明を受

け質疑をお受けしたところ、委員より、補償の関係のことで厚生常任委員会や建設水道

常任委員会でも議論、質疑があり、事業内容がよくわからないので資料も付けて説明さ

れるようにということでありました。事業に対するチェックを町としても地元要望だけ
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で左右されずに独自に精査する必要があるのではないかとの質疑に対して、地元と協力

しながらチェックもして予算計上をしてほしいとの要望がありました。以上で、一定の

説明を受けたということで終わりました。 

 ５番目の平成２０年度斑鳩町繰越明許費繰越計算書の報告について（公共下水道事業

特別会計）でございます。３月議会定例会におきまして、繰越明許をいたしました神南

３丁目地内の第１１処理分区２工区－５工事及び龍田２丁目地内の第１２処理分区内の

４工事を発注し、整備区域の拡大推進を進めているとの説明を受け、特段の質疑もなく、

説明を受けたということで終わりました。 

 次に、６番目の平成２０年度繰越明許費繰越計算書の報告について（介護保険事業特

別会計）でございます。介護従事者処遇改善のため、平成２１年度より介護報酬が引き

上げられており、その報酬の引き上げにより、第１号被保険者の保険料負担もふえるこ

とにより、負担増分を抑制するために国費より交付金が交付されることから、交付金の

内容を第１号被保険者に周知するための費用として交付された経費について、受け入れ

が平成２０年度末であったので予算執行が出来ないことから、平成２１年度に繰り越し

するとの説明を受けました。委員より質疑もなく、報告を受けたということで終わって

おります。 

 そして、続きまして、６月に上程が予定されております議案で予算補正を必要とする

事務事業についてであります。 

 １つ目の平成２１年度斑鳩町一般会計補正予算（第１号）について。この補正予算に

は、人事院勧告に伴います人件費の補正が含まれております。当町におきましては、従

来から国家公務員の給与に準拠しておりますことから、本年６月に支給いたします期末

勤勉手当の月数を、一般職員で０．２カ月分の引き下げ、再任用職員で０．１カ月分の

引き下げ、また議会議員の期末手当については０．１５カ月分の引き下げで、常勤の特

別職の期末手当についても同額の引き下げであります。 

 給与条例の一部改正については、６月期の期末勤勉手当の支給基準の６月１日の前日

までに公布、施行される必要があることから専決処分をさせていただいたとの考えを示

されました。 

 今回の補正では、歳入歳出予算の総額にそれぞれ１３０万１，０００円を追加するも

のであり、募金、寄附で７万円、消防団員退職報償金で１２３万１，０００円でありま

す。特に今回新型インフルエンザへの対応として、感染防護等の備蓄品の購入として２
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００万円を充当しているとの報告を受けました。 

 質疑をお受けしたところ、委員より、幼稚園の運営について、７０万３，０００円の

増額補正とインフルエンザ対策の備品の購入と対応についての質疑があり、一定の答弁

をいただきました。また、他の委員より、人件費所要額、人事院勧告影響額は０．２カ

月の減額になるが、増額の分についての質疑がありました。増額については、共済組合

の負担率が引き上げられましたことにより、当初予算では改定率が確定しておりません

でしたので、確定の後改定するということで、前の率で計上させていただきましたので、

今回、新しい率で再計算したところでございます。よって、共済組合費の額が上がって

おり、昇格あるいは昇給により増額したものであります。期末勤勉手当は減額になって

おりますが、トータル的にふえているということであります。土木費で１，４１１万円

の減額については、人事異動により２名の職員の減となり、トータル的に減となってお

るとの説明を受け、一定の理解を得たということで終わっております。 

 ２番目の平成２１年度斑鳩町国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号）について

は、人事院勧告関連及び人事異動に伴う補正８６９万２，０００円の増額を一般会計か

ら繰り入れするものであるとの説明を受け、質疑をお受けしたところ、質疑もなく終わ

っております。 

 ３番目の平成２１年度斑鳩町公共下水道事業特別会計補正予算（第１号）について。

この件についても、人事院勧告及び人事異動による人件費の増額補正を行うものである

との説明を受け、質疑もなく、一定の審査を行ったということで終わっております。 

 ４番目の平成２１年度斑鳩町介護保険事業特別会計補正予算（第１号）については、

人事院勧告に伴う夏季賞与の期末勤勉手当の月数の引き下げ、共済組合負担率の改正に

伴う増額及び人事異動に伴う人件費の影響によるとの説明があり、質疑をお受けしたと

ころ、特段の質疑もなく、一定の審査を行ったということで終わっております。 

 ５番目の平成２１年度斑鳩町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）についてで

あります。後期高齢者医療制度の保険料について過払いが発生し、平成２０年度で還付

することを決定したものの、還付出来なかった分につきまして平成２１年度から償還す

るものであるとの説明を受け、質疑をお受けしたところ、委員より、介護保険ではそう

なってないのではないかと思うがという質疑に対し、介護保険でも同じ方法で還付して

いるとの答弁がなされました。また、未支給年金を受けたかどうかについては、役場の

方ではわからないので、社会保険庁からの指示を待つしかないものと理解していただき
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たいとの答弁でありました。 

 以上で、一定の審査を終えたということで終わっております。 

 次に、６番目の平成２１年度斑鳩町水道事業会計補正予算（第１号）について。この

件についても、人事院勧告及び人事異動に伴う人件費の予算補正で、原水及び浄水費で

４８１万２，０００円の減額、配水及び給水費で４３３万円の減額、総係費で２６万１，

０００円の増額で、差し引き水道事業費用７億８，１７３万３，０００円から８８８万

１，０００円を減額するものであるとの説明を受け、質疑をお受けしたところ、質疑も

なく、一定の審査を行ったということで終わっております。 

 次に、３番目、その他について委員にお聞きしたところ、６月の水道決算の審査をす

る時に、中長期の計画について、決算時に年度ごとに状況が変わっておるので、提示を

していただきたいとの委員の要望に対し、理事者の方から、出させていただくとの一定

の答弁をいただき、審査を終えました。 

 以上が、閉会中における当委員会の審査の主な概要であります。詳細につきましては

会議録に整理させていただいておりますので、ご覧いただきますようお願い申し上げま

す。 

 以上で、予算決算常任委員長報告を終わらせていただきます。ご清聴ありがとうござ

いました。 

○議長（中西和夫君） 以上で、閉会中における各委員会の委員長報告が終わりました。 

 続きまして、日程７、議案第１９号  斑鳩町附属機関設置条例の一部を改正する条例

について、日程８、議案第２０号 斑鳩町町税条例等の一部を改正する条例について、

日程９、議案第２１号 斑鳩町国民健康保険税条例の一部を改正する条例について、日

程１０、議案第２２号 平成２１年度斑鳩町一般会計補正予算（第１号）について、日

程１１、議案第２３号 平成２１年度斑鳩町国民健康保険事業特別会計補正予算（第２

号）について、日程１２、議案第２４号 平成２１年度斑鳩町公共下水道事業特別会計

補正予算（第１号）について、日程１３、議案第２５号 平成２１年度斑鳩町介護保険

事業特別会計補正予算（第１号）について、日程１４、議案第２６号 平成２１年度斑

鳩町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）について、日程１５、議案第２７号 

平成２１年度斑鳩町水道事業会計補正予算（第１号）について、日程１６、議案第２８

号 斑鳩中学校本館西棟校舎耐震補強工事請負契約の締結について、日程１７、議案第

２９号 平成２１年度斑鳩町公共下水道管渠築造工事請負契約の締結について（その
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１）、日程１８、議案第３０号 平成２１年度斑鳩町公共下水道管渠築造工事請負契約

の締結について（その２）、日程１９、諮問第３号 人権擁護委員の推薦について意見

を求めることについて、日程２０、承認第６号 町長専決処分について承認を求めるこ

とについて（斑鳩町の一般職の職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例につい

て）、日程２１、承認第７号 町長専決処分について承認を求めることについて（平成

２１年度斑鳩町国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）について）、日程２２、

承認第８号 町長専決処分について承認を求めることについて（平成２１年度斑鳩町老

人保健特別会計補正予算（第１号）について）、日程２３、認定第２号 平成２０年度

斑鳩町水道事業会計決算の認定について、日程２４、報告第７号 平成２０年度斑鳩町

継続費繰越計算書の報告について（一般会計）、日程２５、報告第８号 平成２０年度

斑鳩町繰越明許費繰越計算書の報告について（一般会計）、日程２６、報告第９号 平

成２０年度斑鳩町繰越明許費繰越計算書の報告について（公共下水道事業特別会計）、

日程２７、報告第１０号 平成２０年度斑鳩町繰越明許費繰越計算書の報告について

（介護保険事業特別会計）、日程２８、報告第１１号 平成２０年度斑鳩町文化振興財

団事業報告について、日程２９、報告第１２号 平成２０年度斑鳩町土地開発公社業務

報告について、以上２３議案を一括上程いたします。 

 町長から、本定例会に付議されました２３議案について、総括提案説明を求めます。

小城町長。 

○町長（小城利重君） それでは、本定例会に付議いたしました各議案の概要説明の前に、 

少しお時間をいただき、現在、町が進めております事業につきまして、その考え方なり、

現在の状況等のご説明を申し上げ、議員皆様のご理解とご協力を賜りたいと思います。 

 はじめに、「いかるがパークウェイの整備促進」についてであります。現在、稲葉車

瀬区間及び五百井・興留区間では、国において計画的に事業を実施する区間とされてお

ります。また、岩瀬橋から三室交差点までの区間についても、計画的に事業が実施でき

るよう構造の検討が進められているところであります。したがいまして、現在、供用さ

れている小吉田モデル区間を含み県道大和高田斑鳩線から国道２５号三室交差点の間、

約２．３キロメートルの区間について事業促進が図られているところであります。 

 各整備区間の進捗状況といたしましては、まず、稲葉車瀬区間では、平成１９年度か

ら実施されてきました「岩瀬橋下部工事」が、去る５月２０日に竣工しております。引

き続いて「いかるがパークウェイ岩瀬橋上部工事」が発注されており、平成２２年３月
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１０日までの工期で施工されることとなっております。 

 また、稲葉車瀬区間の東側、町道４０５号線、通称当麻道から西へ３３１メートルに

おいて「いかるがパークウェイ稲葉車瀬地区改良工事」も発注され、平成２２年１月１

０日までの工期で施工されることとなっております。先般、稲葉車瀬自治会において道

路改良工事の説明会が行われたところで、今月から本格的に工事に着手されることとな

っております。 

 町といたしましては、・今後、近接する地域２ヵ所で工事が実施されることから、特に

周辺地域の皆様への安全対策等について、国と連携を密にしながら、事故等がないよう

十分な対策を講じていただき、工事が円滑に進められますよう調整に努めてまいります。 

 さらに、竜田川右岸から国道２５号三室交差点の区間については、平成２０年から道

路構造や三室交差点の計画について、地元の住民の方々との協議もさせていただき、貴

重なご意見を賜っているところでもあり、今後、さらに地元協議を進め、できるだけ早

く当該区間の道路構造や交差点計画等の取りまとめをいただきまして、計画的な事業実

施ができますよう国に働きかけてまいりたいと考えております。 

 次に、五百井・興留区間の状況であります。 

 現在までに、道路の高さや交差点の形状等について国において検討がなされてきてお

り、今後地域の皆様と協議をさせていただきながら事業が進められることとなっており

ます。 

 続きまして、ＪＲ法隆寺駅周辺整備につきましては、駅南口の１号線及び北口広場の

整備が平成２０年度末で完成いたしました。また、駅北口の５号線は、現在、路線東側

への拡幅を先行して進めており、事業用地３件につきまして今日までに契約を締結した

ところであります。 

 次に、駅南口の２号線でありますが、現在、約２．４ヘクタールの農地部分において、

土地区画整理事業実施に向けて地元において協議が進められており、現在は、地元役員

の方々を中心に準備組合設立や土地利用の方針等の熟度を高めていただいているところ

であります。今後、都市計画道路安堵王寺線から駅南口に接続する（仮称）法隆寺駅前

線及び駅前広場の都市計画決定に向けて、地元自治会への説明会や関係する地権者への

説明等の対応を行う予定であります。 

 次に、公共下水道の整備状況についてであります。 

 まず、平成１９年度に発注いたしました継続事業の神南３丁目地内から神南５丁目地
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内までの幹線工事につきましては、本年１２月１４日の完成に向けて順調に工事を進め

ております。 

 また、平成２０年度繰越明許による神南３丁目地内と龍田２丁目地内の面的整備工事

につきましては、現在、準備作業を進めているところであります。 

 一方、本年度の工事につきましては、昨年度に引き続き、神南３丁目、龍田西６丁目、

興留１丁目、興留９丁目地内の整備拡大に努め、さらに龍田南２丁目地内の整備に着手

する予定であります。 

 繰越事業を含めた本年度工事では、約６ヘクタールの整備区域の拡大を予定し、公共

下水道の普及及び水洗化促進に努めてまいりたいと考えております。 

 次に、（仮称）斑鳩町文化財活用センターの整備についてであります。 

 当施設は、史跡藤ノ木古墳のガイダンス機能を中心に、斑鳩の歴史・文化の調査研究

や情報発信の拠点施設として、平成２２年３月のオープンをめざして整備工事を進めて

います。現在、展示棟改修工事では建物内部の解体工事を終えまして、給排水等の配管

工事を行っており、管理棟新築工事では基礎工事を終えまして、荷さばき場や正面玄関

スロープの設置工事、敷地内の給排水の配管工事や外壁工事等を進めており、５月末現

在で約２５％の進捗率となっております。 

 また、当施設が多くの皆様に親しまれ、ご利用いただくことを目的としまして、６月

１日から施設の愛称募集を行っております。 

 以上が、町が進めております事業の状況等でございます。 

 なお、５月２５日、北朝鮮が地下核実験を実施したとの報道があり、国際社会を無視

し核実験を強行したことは、世界の平和と安全を脅かす重大な挑戦であり、激しい怒り

を覚えるものであります。 

 私は、世界文化遺産があり、非核平和宣言の町として、これまでにも核実験を実施し

た国々に対して議長とともに抗議文を送付してきております。このたびの核実験に対し 

ても北朝鮮に抗議文を送付するなかで、改めて世界の恒久平和を願うものであります。 

 それでは、本定例会に付議いたしました各議案につきまして、その概要を説明させて

いただきます。 

 はじめに、議案第１９号 斑鳩町附属機関設置条例の一部を改正する条例についてで

あります。 

 斑鳩町都市計画マスタープラン及び斑鳩町景観計画の策定にあたり、総合的な視点か
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ら検討を行うことを目的といたしまして、有識者及び住民公募委員等にて構成する斑鳩

町都市計画マスタープラン策定委員会並びに斑鳩町景観計画策定委員会を設置すること

に伴いまして、所要の改正を行うものであります。 

 次に、議案第２０号 斑鳩町町税条例等の一部を改正する条例についてであります。 

 平成２１年度の地方税制の改正を内容とする「地方税法等の一部を改正する法律」が、

平成２１年３月３１日に公布され、平成２１年４月１日から施行されたことから、斑鳩

町町税条例及び斑鳩町町税条例の一部を改正する条例（平成２０年６月斑鳩町条例第１

９号）において所要の改正を行うものであります。 

 その主な改正の内容でありますが、現下の社会・経済情勢等を踏まえ、個人住民税に

おいて、住宅ローン特別控除制度が創設されるとともに、上場株式等に係る配当及び譲

渡益に対する軽減税率が延長されること等から、その規定の整備を行うものであります。 

 次に、議案第２１号 斑鳩町国民健康保険税条例の一部を改正する条例についてであ

ります。 

 その主な改正の内容でありますが、国民健康保険税の所得割額の算定や減額の判定の

基礎となる所得について、上場株式等の配当所得を加えるなど、地方税法の改正に伴い、

所要の改正を行うものであります。 

 次に、議案第２２号 平成２１年度斑鳩町一般会計補正予算（第１号）についてであ

ります。 

 既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１３０万１千円を追加し、歳入歳出そ

れぞれ６９億６，１３０万１千円とするものであります。 

 その主な補正の内容といたしましては、まず、歳入では、第１７款寄附金で、教育費 

及び福祉費への指定寄附金、７万円の増額及び追加補正をお願いするものであります。 

 次に、第２０款諸収入では、消防団員の退職がありましたことから、その退職報償金

受入金１２３万１千円の追加補正をお願いするものであります。 

 続きまして、歳出では、本年４月に実施した職員の人事異動等に伴う人件費の補正を、

また、人事院勧告に準拠した６月支給の期末・勤勉手当の月数を０．２月引き下げたこ

とによる減額補正、及び共済組合負担率の改正に伴う増額補正をそれぞれの費目におい

て計上させていただいております。また、議員皆様及び特別職の期末手当の月数を０．

１５月引き下げたことによる減額補正につきましても計上させていただいております。 

 人件費以外の主な内容といたしましては、まず、第３款民生費、第１項社会福祉費、
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第１目社会福祉総務費で、国民健康保険事業特別会計における人件費の予算補正に伴い、

職員給与費繰出金８６９万２千円の増額補正を、また、歳入で申し上げました寄附金を

福祉基金へ積み立てることから、その積立金６千円の追加補正をお願いするものであり

ます。 

 第１０目介護保険事業繰出費では、介護保険事業特別会計における人件費の予算補正

に伴い、職員給与費繰出金３８２万９千円の減額補正をお願いするものであります。 

 第２項児童福祉費、第１目児童福祉総務費では、児童福祉の充実にいただきました寄

附金について財源振替をお願いしております。 

 次に、第７款土木費、第４項都市計画費、第２目公共下水道費では、公共下水道事業

特別会計における人件費の予算補正に伴い、管理費及び公債費繰出金５６５万６千円の

増額補正をお願いするものであります。 

 次に、第８款消防費、第１項消防費、第２目非常備消防費では、消防団員４名の退職

に伴う退職報償金１２３万１千円の追加補正をお願いするものであります。 

 次に、第９款教育費、第４項幼稚園費、第１目幼稚園費では、特別支援教育に係る体

制の充実のため、臨時講師及び補助員の配置等に係る所要額１９２万円の増額補正をお

願いするものであります。 

 第５項社会教育費、第４目文化財保存費では、歳入で申し上げました寄附金を斑鳩の

里歴史文化遺産保存・活用基金へ積み立てることから、その積立金２万３千円の増額補

正をお願いするとともに、埋蔵文化財の発掘調査にいただいた寄附金１万円の財源振替

を行っております。 

 最後に、第１２款予備費では、今回の補正に要する財源として１，６６８万２千円を

充当させていただく補正をお願いしております。 

 次に、議案第２３号 平成２１年度斑鳩町国民健康保険事業特別会計補正予算（第２

号）についてであります。 

 既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ８６９万２千円を追加し、歳入歳出そ

れぞれ３４億３，１５９万２千円とするものであります。 

 その内容といたしましては、まず、歳入では、第８款繰入金として、職員給与費等繰

入金の８６９万２千円の増額であります。人事院勧告に伴う期末・勤勉手当の減額及び

人事異動に伴う増額に係る一般会計からの繰り入れであります。 

 一方、歳出では、第１款総務費で人事院勧告に伴う期末・勤勉手当の減額及び人事異
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動に伴う増額をあわせ、８６９万２千円の増額補正をお願いするものであります。また、

第４款前期高齢者納付金等につきましては、前期高齢者納付金の概算額の確定に伴い５

５万９千円の増額をお願いするものであり、第１１款予備費につきましては、その前期

高齢者納付金等の増額の財源とするため、予備費から５５万９千円の減額補正をお願い

するものであります。 

 次に、議案第２４号 平成２１年度斑鳩町公共下水道事業特別会計補正予算（第１

号）についてであります。 

 既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ５６５万６千円を追加し、歳入歳出そ

れぞれ１３億５，３１５万６千円とするものであります。 

 その内容といたしましては、人事院勧告に伴う期末・勤勉手当の減額及び人事異動に

伴う人件費の増額によるもので、歳入では、第４款繰入金で５６５万６千円の増額、歳

出では、第１款公共下水道費で、同額の５６５万６千円の増額補正をお願いするもので

あります。 

 次に、議案第２５号 平成２１年度斑鳩町介護保険事業特別会計補正予算（第１号）

についてであります。 

 既定の歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ３８２万９千円を減額し、歳入歳出

それぞれ１５億４，１４７万１千円とするものであります。 

 その内容といたしましては、人事院勧告に伴う期末・勤勉手当の減額及び人事異動に

伴う人件費の減額によるもので、歳入では、第８款繰入金で３８２万９千円を減額、歳

出では、第１款総務費で、同額の３８２万９千円の減額補正をお願いするものでありま

す。 

 次に、議案第２６号 平成２１年度斑鳩町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１

号）についてであります。 

 既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ４４万５千円を追加し、歳入歳出それ

ぞれ２億６，５４４万５千円とするものであります。 

 その内容といたしましては、まず、歳入では、第６款諸収入で保険料還付金として４

４万５千円の増額補正をお願いするものであります。町が徴収した後期高齢者医療保険

料は、広域連合に納付金として支出しているため、歳出の償還金として還付する保険料

を広域連合から収入するものであります。 

 一方、歳出では、第３款諸支出金で保険料還付金及び還付加算金として、４４万５千
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円の増額補正をお願いするものであります。後期高齢者医療保険料について過払いが発

生し、平成２０年度で還付できなかった分について、平成２１年度から償還するもので

あります。 

 次に、議案第２７号 平成２１年度斑鳩町水道事業会計補正予算（第１号）について

であります。 

 収益的支出で、第１款水道事業費用７億８，１７３万３千円から８８８万１千円を減

額し、７億７，２８５万２千円とするものであります。 

 その内容といたしましては、人事院勧告に伴う期末・勤勉手当の減額及び人事異動に

伴う人件費の減額補正をお願いするものであります。 

 次に、議案第２８号から議案第３０号までの３議案につきましては、地方自治法第９

６条第１項第５項の規定に基づきまして、予定価格が５，０００万円を超えることから

工事請負契約の締結について、議会の議決を求めるものであります。 

 まず、議案第２８号 斑鳩中学校本館西棟校舎耐震補強工事請負契約の締結について

であります。 

 昨年度に本館東棟を行い、今年度は引き続き西棟の耐震補強を行うものであります。 

 その概要につきましては、鉄骨ブレス補強・柱増打ち補強工事並びに補強に伴う外

装・内装・設備等の改修工事であります。 

 去る５月１９日に郵便による指名競争入札に付したところ、低入札調査基準価格を下

回ったことから、低入札調査を実施した結果、適正に履行されるものと認め、工事請負

契約の締結について議会の議決を求めるものであります。 

 契約の相手方は、株式会社鍛冶田工務店、代表取締役社長 鍛冶田八彦、契約金額は、

３，９６９万円であり、工期は議会議決後、平成２１年８月２７日までの６７日間であ

ります。 

 次に、議案第２９号 平成２１年度斑鳩町公共下水道管渠築造工事請負契約の締結に

ついて（その１）であります。 

 その概要につきましては、工事場所が神南３丁目地内で、施工延長約６１４メートル

の下水道管渠を築造する工事であります。 

 去る５月１９日に郵便による指名競争入札に付したところ、低入札調査基準価格を下

回ったことから、低入札調査を実施した結果、適正に履行されるものと認め、工事請負

契約の締結について議会の議決を求めるものであります。 
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 契約の相手方は、機動建設工業株式会社奈良営業所、所長 篠原徹、契約金額は、１

億３，５２４万円であり、工期は議会議決後、平成２２年３月１９日までの２７１日間

であります。 

 次に、議案第３０号 平成２１年度斑鳩町公共下水道管渠築造工事請負契約の締結に

ついて（その２）であります。 

 その概要につきましては、工事場所が神南３丁目地内で、施工延長約６７６メートル

の下水道管渠を築造する工事であります。 

 契約の相手方は、株式会社中谷組、代表取締役中谷保子、契約金額は、９，３１０万

３５０円であり、工期は議会議決後、平成２２年３月１９日までの２７１日間でありま

す。 

 次に、諮問第３号 人権擁護委員の推薦について意見を求めることについてでありま

す。法務省において人権擁護委員の活性化として、当町に置かれる委員が７名から１名

増員されることとなったことから、松田和枝氏を推薦いたしたく議会の意見を求めるも

のであります。 

 次に、承認第６号 町長専決処分について承認を求めることについて（斑鳩町の一般

職の職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例について）であります。 

 本年５月１日付で、国家公務員の期末・勤勉手当の支給月数の改定に関する人事院 

勧告が行われ、政府は人事院勧告尊重の基本姿勢に立って、勧告どおり実施することを

決定し、一般職の給与に関する法律等の一部を改正する法律が５月２９日に公布、施行

されました。 

 このことから、当町におきましても国家公務員の給与に準拠した改正を行うこととし、

地方自治法第１７９条第１項の規定により、平成２１年５月２９日付で専決処分させて

いただいたものであり、同法同条第３項の規定により議会に報告し、承認を求めるもの

であります。 

 その主な改正の内容は、平成２１年６月に支給いたします期末・勤勉手当の月数を、

一般職の職員で０．２月、再任用職員で０．１月の引下げ、また、議員皆様及び常勤の

特別職の期末手当につきましては、０．１５月の引下げとなる改正を行ったものであり

ます。 

 次に、承認第７号 町長専決処分について承認を求めることについて（平成２１年度

斑鳩町国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）について）であります。 
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 平成２０年度本特別会計において、歳入が、医療等に要した費用など歳出に対して不

足したため、地方自治法施行令第１６６条の２の規定により、平成２１年度の歳入を繰

り上げてこれに充てる必要が生じたことから、既定の歳入歳出予算の総額にそれぞれ５

億６，９００万円を追加し、歳入歳出それぞれ３４億２，２９０万円とする補正予算に

ついて、地方自治法第１７９条第１項の規定により、平成２１年５月２８日付で専決処

分させていただいたものであり、同法同条第３項の規定により議会に報告し、承認を求

めるものであります。 

 次に、承認第８号 町長専決処分について承認を求めることについて（平成２１年度

斑鳩町老人保健特別会計補正予算（第１号）について）であります。 

 平成２０年度本特別会計におきまして、歳入が、医療等に要した費用など歳出に対し

て不足したため、地方自治法施行令第１６６条の２の規定により、平成２１年度の歳入

を繰り上げてこれに充てる必要が生じたことから、既定の歳入歳出予算の総額にそれぞ

れ５２２万５千円を追加し、歳入歳出それぞれ４，２０６万５千円とする補正予算につ

いて、地方自治法第１７９条第１項の規定により、平成２１年５月２８日付で専決処分

させていただいたものであり、同法同条第３項の規定により議会に報告し、承認を求め

るものであります。 

 なお、歳入不足となった国庫負担金については、平成２１年度におきまして精算し、

その全額を受け入れるものであります。 

 次に、認定第２号 平成２０年度斑鳩町水道事業会計決算の認定についてであります。 

 水道事業は、住民が健康で豊かな生活を営む上で必要不可欠な社会基盤であり、社会

経済活動に欠くことのできない基盤施設として「安全」で「安心」して利用できる「良

質な水」を安定的に供給できるよう努めているところであります。 

 平成２０年度の決算状況についてでありますが、営業収支は７，７２４万４，３２４

円の営業利益となり、その内訳として営業収益は前年度に比べ２，６４８万５，２７９

円減の７億２，７７８万９，１８３円で、特に給水収益は節水意識が高まるとともに節

水器具の普及等により、前年度より１．６％減少の６億９，７７５万２，６７０円とな

りました。 

 一方、営業費用では、前年度に比べ１．３％、８８１万６，２７７円減の６億４，４

８２万７，２６６円となりました。 

 また、営業外収支では、他会計負担金等から企業債支払利息等を差し引き４，００８
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万５，７２６円の損失となりました。 

 その結果、当年度純利益は、３，７１５万８，５９８円となりました。 

 次に、資本的収支では、資本的収入が工事負担金、国庫補助金、企業債等で１億６，

６４６万７，７００円であり、資本的支出は建設改良費といたしまして、管路近代化事

業、老朽管更新事業、公共下水道工事に伴う配水管工事、取水井戸の整備等及び企業債

償還金により３億５，７９４万４，０９５円となりました。なお、支出超過額について

は、損益勘定留保資金等で補填いたしております。 

 以上が概要でありますが、本決算につきましては、去る５月１８日、 巳・中西両監

査委員により慎重なご審査をいただきまして、平成２０年度決算に対する意見書もいた

だいているところであります。 

 引き続き、適切で健全な水道企業会計の運営に努めてまいりますので、議員皆様はじ

め住民皆様のご協力をお願い申し上げます。 

 次に、報告第７号 平成２０年度斑鳩町継続費繰越計算書の報告について（一般会

計）についてであります。 

 平成２０年度から２ヵ年の継続事業として取り組んでいる（仮称）斑鳩町文化財活用

センター整備事業につきまして、平成２０年度に係る歳出予算の経費のうち、年度内に

支出の終わらなかったものについて、平成２１年度予算での歳出の経費に充てるため、

その報告を行うものであります。 

 次に、報告第８号 平成２０年度斑鳩町繰越明許費繰越計算書の報告について（一般

会計）についてであります。 

 平成２０年度予算において、繰越明許費の議決をいただいている定額給付金給付事業

他９事業につきまして、繰越明許費に係る歳出予算の経費を平成２１年度予算に繰越し

したことから、その報告を行うものであります。 

 次に、報告第９号 平成２０年度斑鳩町繰越明許費繰越計算書の報告について（公共

下水道事業特別会計）についてであります。 

 平成２０年度予算において、繰越明許費の議決をいただいている公共下水道事業（第

１１処理分区２工区－５、第１２処理分区４工区－４）につきまして、繰越明許費に係

る歳出予算の経費を平成２１年度予算に繰越ししたことから、その報告を行うものであ

ります。 

 次に、報告第１０号 平成２０年度斑鳩町繰越明許費繰越計算書の報告について（介
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護保険事業特別会計）についてであります。 

 平成２０年度予算において、繰越明許費の議決をいただいている介護従事者処遇改善

臨時特例交付金周知事業につきまして、繰越明許費に係る歳出予算の経費を平成２１年

度予算に繰越ししたことから、その報告を行うものであります。 

 次に、報告第１１号平成２０年度斑鳩町文化振興財団事業報告についてであります。 

 平成２０年度において、文化振興財団が実施した自主事業は前年度より１事業増加の

２２事業であり、これに要した事業費は１，３８３万９，００９円で、これに対する事

業収益は１，５１６万８５５円であります。 

 これを収支でみますと、収支黒字額は１３２万１，８４６円、収支率は１０９．６％

であり、平成１８年度の収支赤字額１２１万８，８６２円、収支率９１．７％、平成１

９年度の収支赤字額３２万２，８８３円、収支率９８．５％と毎年度改善している状況

であり、平成２０年度は黒字となっております。 

 また、ホール管理運営事業費は、平成２０年度においては概ね前年度同額の１億４９

５万４５８円、図書館管理事業費についても、概ね前年度同額の１，３３９万５，３３

７円であります。 

 次に、報告第１２号平成２０年度斑鳩町土地開発公社業務報告についてであります。 

 平成２０年度の主な事業内容についてでありますが、平成２０年度においては、当土

地開発公社で新たに取得した用地は無く、処分事業として、興留９丁目地内で保有して

いた道路新設改良事業用地他４件を斑鳩町に処分いたしております。処分額は５億９，

４１７万６，７０２円となっております。 

 このことにより、平成２０年度末の公社保有地の状況は、簿価総額が２億９，８４５

万８，７９５円、保有面積が１，３８８．５８平方メートルとなり、平成２０年度期首

と比較して、簿価総額で５億７，７５６万７，６０８円、保有面積で３，２４６．２６

平方メートルの減となりました。 

 土地開発公社の経営の健全化につきましては、今後とも借入金の総額をできる限り縮

減することを第一に考え、町の財政事情等を勘案するなかで進めてまいります。 

 以上をもちまして、提案いたしましたそれぞれの議案につきましての概要説明とさせ

ていただきますが、いずれの議案につきましてもあたたかいご審議を賜りまして、原案

どおり議決又は承認を賜りますようお願い申し上げます。 

 ご清聴ありがとうございました。 
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○議長（中西和夫君） ここでお諮りいたします。 

 本日提出されています議案について、ただいま町長から総括提案説明を受けましたの

で、日程７、議案第１９号から日程１８、議案第３０号までと、日程２３、認定第２号

の町長提案の１３議案については、会議規則第３９条第３項の規定により提案説明を省

略することにご異議ございませんか。 

         （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中西和夫君） 異議なしと認めます。よってこれより議事日程に従い議事を進め 

てまいります。 

 日程７、議案第１９号 斑鳩町附属機関設置条例の一部を改正する条例についてを議

題とし、総括質疑をお受けいたします。 

         （「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中西和夫君） これをもって議案第１９号に関する総括質疑を終結いたします。 

 ただいま議題となっています議案第１９号は、建設水道常任委員会に付託いたします。 

 続いて、日程８、議案第２０号 斑鳩町町税条例等の一部を改正する条例についてを

議題とし、総括質疑をお受けいたします。 

         （「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中西和夫君） これをもって議案第２０号に関する総括質疑を終結いたします。 

 ただいま議題となっています議案第２０号は、総務常任委員会に付託いたします。 

 続いて、日程９、議案第２１号 斑鳩町国民健康保険税条例の一部を改正する条例に

ついてを議題とし、総括質疑をお受けいたします。１４番、木澤議員。 

○１４番（木澤正男君） この国保税条例の改正のところの最後の要旨のところの４つあ 

るうちの２番が私はもうひとつよくわからないんですけれども、これまでどうであって

これからどうであるのかというのと、株式等の、これを、株をやることによって損失が

出た分を控除するとあるんですけども、この関係がもうひとつよくわからないんで、ご

説明をお願いしたいんです。 

○議長（中西和夫君） 西本住民生活部長。 

○住民生活部長（西本喜一君） この要旨の２番につきましては、上場株式に係る譲渡損 

失があった場合ということでございます。これまで、その上にございます要旨の１番で、

この上場株式等の配当に係る配当所得の金額が、国民健康保険税の保険税の算出に当た

る所得に入れられてなかったということが、今回の改正で、平成２２年１月１日以降の
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施行でございますけども、この施行日以降で国民健康保険税の税額を算出する中で、上

場株式の配当に係る配当所得も所得として入れられるようになったということが１点で

あります。 

 それから、株式の損失の関係でございますけども、この配当所得が入れられることに

よりますが、上場株式の配当の中で、上場株式で損失をした場合に、この配当所得の中

からその譲渡損失の部分、売った場合は譲渡所得になりますけども、この部分が配当所

得の金額を限度として差し引きされる、控除されるということになっております。ただ、

この損失が配当所得を上回った場合には、その配当所得が限度となりまして、その上回

った損失の分についてはほかの所得には反映されないということで、配当所得の範囲の

中で減額をされていく、損失の分については減額をされていくと、こういう内容でござ

います。 

 以上でございます。 

○議長（中西和夫君） １４番、木澤議員。 

○１４番（木澤正男君） 今の説明で、そうすると、僕は株やったことがないんでよくわ 

からないんですけども、株をして損が出たと、でもその損の分というのは、ほかの例え

ば通常仕事をしていて得る所得の方には反映されないと、それを超えた場合はもうゼロ、 

プラスがあった場合だけ所得に加えて計算するということの理解でよろしいですね。 

○議長（中西和夫君） 西本住民生活部長。 

○住民生活部長（西本喜一君） そういう内容でございます。ほかの所得には反映されな 

い、配当所得の範囲の中で差し引きされるということでございます。 

○議長（中西和夫君） よろしいですか。ほか、ございませんか。これをもって議案第２ 

１号に関する総括質疑を終結いたします。 

 ただいま議題となっています議案第２１号は、厚生常任委員会に付託いたします。 

 続いて、日程１０、議案第２２号 平成２１年度斑鳩町一般会計補正予算（第１号）

についてを議題とし、総括質疑をお受けいたします。 

         （「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中西和夫君） これをもって議案第２２号に関する総括質疑を終結いたします。 

 ただいま議題となっています議案第２２号は、予算決算常任委員会に付託いたします。 

 続いて、日程１１、議案第２３号 平成２１年度斑鳩町国民健康保険事業特別会計補

正予算（第２号）についてを議題とし、総括質疑をお受けいたします。 
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         （「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中西和夫君） これをもって議案第２３号に関する総括質疑を終結いたします。 

 ただいま議題となっています議案第２３号は、予算決算常任委員会に付託いたします。 

 続いて、日程１２、議案第２４号 平成２１年度斑鳩町公共下水道事業特別会計補正

予算（第１号）についてを議題とし、総括質疑をお受けいたします。 

         （「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中西和夫君） これをもって議案第２４号に関する総括質疑を終結いたします。 

 ただいま議題となっています議案第２４号は、予算決算常任委員会に付託いたします。 

 続いて、日程１３、議案第２５号 平成２１年度斑鳩町介護保険事業特別会計補正予

算（第１号）についてを議題とし、総括質疑をお受けいたします。 

         （「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中西和夫君） これをもって議案第２５号に関する総括質疑を終結いたします。 

 ただいま議題となっています議案第２５号は、予算決算常任委員会に付託いたします。 

 続いて、日程１４、議案第２６号 平成２１年度斑鳩町後期高齢者医療特別会計補正

予算（第１号）についてを議題とし、総括質疑をお受けいたします。 

         （「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中西和夫君） これをもって議案第２６号に関する総括質疑を終結いたします。 

 ただいま議題となっています議案第２６号は、予算決算常任委員会に付託いたします。 

 続いて、日程１５、議案第２７号 平成２１年度斑鳩町水道事業会計補正予算（第１

号）についてを議題とし、総括質疑をお受けいたします。 

         （「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中西和夫君） これをもって議案第２７号に関する総括質疑を終結いたします。 

 ただいま議題となっています議案第２７号は、予算決算常任委員会に付託いたします。 

 続いて、日程１６、議案第２８号 斑鳩中学校本館西棟校舎耐震補強工事請負契約の

締結についてを議題とし、総括質疑をお受けいたします。 

         （「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中西和夫君） これをもって議案第２８号に関する総括質疑を終結いたします。 

 ただいま議題となっています議案第２８号は、総務常任委員会に付託いたします。 

 続いて、日程１７、議案第２９号 平成２１年度斑鳩町公共下水道管渠築造工事請負

契約の締結について（その１）を議題とし、総括質疑をお受けいたします。 
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         （「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中西和夫君） これをもって議案第２９号に関する総括質疑を終結いたします。 

 ただいま議題となっています議案第２９号は、建設水道常任委員会に付託いたします。 

 続いて、日程１８、議案第３０号 平成２１年度斑鳩町公共下水道管渠築造工事請負

契約の締結について（その２）を議題とし、総括質疑をお受けいたします。 

         （「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中西和夫君） これをもって議案第３０号に関する総括質疑を終結いたします。 

 ただいま議題となっています議案第３０号は、建設水道常任委員会に付託いたします。 

 続いて、日程１９、諮問第３号 人権擁護委員の推薦について意見を求めることにつ

いてを議題といたします。 

 お諮りいたします。本案については、会議規則第３９条第３項の規定により、委員会

付託を省略することにご異議ございませんか。 

         （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中西和夫君） 異議なしと認めます。よって諮問第３号については、委員会付託 

を省略いたします。 

 理事者の提案説明を求めます。池田総務部長。 

○総務部長（池田善紀君） それでは、諮問第３号 人権擁護委員の推薦について意見を 

求めることについてご説明を申し上げます。 

 法務省におきまして、人権擁護委員の活性化の一方策として検討をされていました委

員の増員について、当町に置かれる委員の数が７名から８名に１名の増員をされること

から、松田和枝氏を推薦することについて議会の意見を求めるものでございます。 

 それでは、議案書の朗読によりましてご説明とさせていただきます。 

 諮問第３号 

       人権擁護委員の推薦について意見を求めることについて 

 標記について、下記の者を候補者として推薦したいので、人権擁護委員法第６条第３

項の規定により、議会の意見を求めます。 

 平成２１年６月２日提出 

                            斑鳩町長 小城利重 

                   記 

 住  所 斑鳩町龍田西３丁目１１番１４号 
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 氏  名 松田和枝 

 生年月日 昭和２０年５月１１日 

 なお、同氏の経歴につきましては、次のページに記載のとおりでございますけども、

朗読は省略をさせていただきます。 

 以上でご説明とさせていただきますが、何とぞ満場一致でご承認賜りますようお願い

を申し上げます。 

○議長（中西和夫君） お諮りいたします。諮問第３号については、質疑、討論を省略し、 

適任であるとの意見を付し答申することにご異議ございませんか。 

         （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中西和夫君） 異議なしと認めます。よって諮問第３号 人権擁護委員の推薦に 

ついて意見を求めることについては、満場一致をもって適任であるとの意見を付し答申

することに決定いたしました。 

 続いて、日程２０、承認第６号 町長専決処分について承認を求めることについて

（斑鳩町の一般職の職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例について）を議題

といたします。 

 お諮りいたします。本案については、会議規則第３９条第３項の規定により、委員会

付託を省略することにご異議ございませんか。 

         （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中西和夫君） 異議なしと認めます。よって承認第６号については、委員会付託 

を省略いたします。 

  理事者の提案説明を求めます。池田総務部長。 

○総務部長（池田善紀君） それでは、承認第６号につきましてご説明を申し上げます。 

 まず、議案書を朗読させていただきます。 

 承認第６号 

        町長専決処分について承認を求めることについて 

        （斑鳩町の一般職の職員の給与に関する条例等の 

         一部を改正する条例について）        

 標記について、地方自治法第１７９条第１項の規定により、斑鳩町の一般職の職員の

給与に関する条例等の一部を改正する条例を別紙のとおり専決処分したので、同条第３

項の規定により報告し、議会の承認を求めます。 
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 平成２１年６月２日提出 

                            斑鳩町長 小城利重 

 続きまして、専決処分書を朗読をさせていただきます。２枚目であります。 

 斑専第９号 

                 専決処分書 

  斑鳩町の一般職の職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例について 

 標記について、地方自治法第１７９条第１項の規定により、別紙のとおり専決処分す

る。 

 平成２１年５月２９日 

                            斑鳩町長 小城利重 

 それでは、条例の改正内容につきまして、議案書の最後のページにございます要旨に

沿いましてご説明を申し上げますので、要旨をご覧いただきたいと思います。 

 国家公務員の給与に関する人事院勧告が、去る５月１日に行われ、５月８日には国家

公務員の給与改定をこの勧告どおりに実施する旨の閣議決定がされ、国家公務員の給与 

改正法が、平成２１年５月２９日に施行されたところであります。 

 このことから、当町職員及び議会議員の皆様並びに特別職の職員の給与改定も、国家

公務員の給与改定に準じて所要の改正を行うものでありますが、今回の当条例の改正内

容につきましては、現下の経済社会情勢等にかんがみ、本年６月の期末手当等の一部を

暫定的に引き下げる措置を実施するものであります。 

 次に、平成２１年６月に支給いたします期末・勤勉手当の月数でございますが、一般

職の職員の期末手当で０．１５月の引き下げ、勤勉手当で０．０５月の引き下げで、合

計で０．２月の引き下げとなります。次に、再任用職員の期末手当で０．０５月の引き

下げ、勤勉手当で０．０５月の引き下げで、合計で０．１月の引き下げとなります。ま

た、議員皆様と常勤の特別職の期末手当の月数につきましては、０．１５月の引き下げ

となります。 

 これらの条例の一部改正につきましては、斑鳩町の一般職の職員の給与に関する条例、

斑鳩町議会の議員報酬、費用弁償及び期末手当に関する条例、それから特別職の職員で

常勤のものの給与及び旅費に関する条例の３条例の改正を１つの改正条例としてまとめ

て改正を行っております。 

 また、今回の６月期の期末・勤勉手当の支給月数につきましては、暫定的に引き下げ
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る特例措置でありますことから、これらの条例の一部改正につきましては、付則での改

正を行っております。 

 今回のこの条例の一部改正につきましては、国の給与法案が公布、施行される時期が

未定であったことから、地方自治法第１７９条第１項の規定により専決処分させていた

だいたものでありまして、同法同条第３項の規定により議会の承認を求めるものでござ

います。 

 なお、人事院では例年どおり職種別民間給与実態調査において、期末・勤勉手当に相

当する民間の賃金の支払い状況を調査して、その結果を踏まえて、８月ごろには必要な

措置が勧告される予定であることから、当町といたしましても、その人事院勧告に準拠

した適切な措置を講じてまいりたいと考えております。 

 なお、本文及び新旧対照表の説明につきましては省略させていただきましてご説明と

させていただきます。よろしくご審議を賜りまして、原案どおりご承認賜りますようお

願いを申し上げます。 

 以上でご説明とさせていただきます。 

○議長（中西和夫君） 説明が終わりましたので、本案について質疑をお受けいたします。 

１４番、木澤議員。 

○１４番（木澤正男君） 今、部長の方からも一定説明があったんですけれども、経済情 

勢等にかんがみて今回引き下げをされるということですが、そもそもなぜ引き下げにな

ったのかというところについて、もう少しその点についてご説明をいただきたいと思い

ます。 

○議長（中西和夫君） 池田総務部長。 

○総務部長（池田善紀君） ご説明もさせていただきましたけども、まず民間の昨年の秋 

以降の世界的な同時不況によりまして、急激な経済活動の冷え込みがございます。そう

したことから、民間の夏の一時金が前年より大きく減少することがうかがえることから、

民間と公務員の特別給に大きな乖離があることは適当ではなく、可能な限り民間の状況

を反映することが望ましいとされております。 

 なお、調査結果でございます。平均で、国の人事院の調査でございますけども、夏の

妥協の企業の増減ですけど、平均で１４．９％の減となっております。そのうちで、企

業別、社員さんの数ですけども、１００人未満ではマイナスの２８．３％、１００人か

ら５００人未満ではマイナスの１０．９％、５００人以上１，０００人未満では２１．
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３％となって、このような結果から平均でマイナスの１４．９％となっております。 

 これらを勘案されて、人事院では特別の勧告を出されたということであります。 

○議長（中西和夫君） １４番、木澤議員。 

○１４番（木澤正男君） ただいま民間の方でやはりそういうふうになっているというこ 

とから、乖離をなくすためにという説明があったんですけども、確かに民間の方で経営

が厳しいということで、給与、ボーナス等を下げざるを得ないという状況は確かにある

と思うんですが、ただ、やはり、今、景気の低迷を回復させていこうと、景気回復とい

う点で言いますと、果たしてこの給料を引き下げるということが、内需拡大の点から考

えても、私は逆行することにならないかなという点で少し矛盾を感じるんですけれども、

町としてはその点はどのようにお考えでしょうか。 

○議長（中西和夫君） 池田総務部長。 

○総務部長（池田善紀君） 総収入が減りますと内需拡大には逆行するという考え方が一 

つはあると思います。一方で、企業が成り立っていく、また日本経済が成り立っていく

ためにはどうあるべきかということを考えた時に、その一つとして、人件費の削減も一

つの方策としてされております。 

 そうした中で、今回、各企業さんでは人件費の一部をカットして、また余り人員削減

にもならないということで、ワークシェアリングの手法も取り入れておられますんで、

それらを総合して勘案された結果だと考えております。 

 特に、内需拡大と言われておりますけども、ちなみに町内の影響ということでお答え

させていただきますけども、これは非常に難しい問題でありまして、例えば公務員、私

たちですね、ある人は、給与下がった分、それをすべて消費から減らす人もあります。

また、ある人は、給与下がったけども、今までの貯金を取り崩す人もあります。で、消

費を減らさない人もあります。また、ある人は、消費は減らさないで預金を減らす方も

おられますんで、それぞれ個人差が相当ございますんで、その影響額というのは非常に

難しいということはご理解いただきたい思います。 

 ちなみに、ただ、一つの目安でありますけども、平成１９年度の調査でありますけど

も、斑鳩町内での小売業等の年間商品販売額というのがございます、これは調査で。こ

れが、斑鳩町で約２９７億３，７００万円ございます。この数字があります。仮に１，

５００万円すべて、先ほど色んなパターン言いましたけども、すべて消費を減らされた

としたら、その影響額は０．０５％となってまいります。そうした時に、この０．０
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５％の影響を、影響と見るのか影響と見ないのかというのもまた個人差がありますんで、

非常に難しい問題で、非常に答弁が難しい問題であるということはご理解をいただきた

いと思います。 

○議長（中西和夫君） １４番、木澤議員。 

○１４番（木澤正男君） 今、一定影響についても参考数値を出していただいて答弁いた 

だきましたけれども、私、今回の条例改正によって、一般職の職員さん平均で８万円ほ

どやはり引き下げになるということについては、それは必要な部分についてはどうして

も、生活品とかお金を使わないといけませんけども、やはり、今、景気を活性化させよ

うということで、国の方でも定額給付金とかいうことでお金を使っていただこうという

施策をとっているにもかかわらず、やはりその一方で給与が減らされるということにつ

いては、矛盾しているなというふうに感じています。 

 あと、斑鳩町ずっと、この人事院勧告については遵守をされてきていると思うんです

けども、国家公務員の給与改正ということで法律改正をされてますけども、それについ

て、地方自治体としてその法に従わなければいけないということになっているんでしょ

うかね。 

○議長（中西和夫君） 池田総務部長。 

○総務部長（池田善紀君） まず、地方公共団体でも色々ございます。奈良県でしたら人 

事委員会がございます。また、奈良市のような中核市でも人事委員会を持っております。

そうしたとこでは、その人事委員会が独自の判断をされます。その人事委員会の判断に

つきましても、国の人事院勧告とそう大きく、日本経済が変わるものではございません

ので、変わることはないと思います。各町の場合は、人事委員会がございませんので、

どうしても国の人事院の勧告、また奈良県の人事委員会の勧告を準拠しながら給与を決

めていって、大きく乖離しないことといたしております。 

 ただ、その人事委員会でも、例えばここ数年、東北、北海道あたりでしたら、相当経

済、国の実体経済と北海道の経済は相当違います。ということで、北海道の人事委員会

は、国の人事院勧告よりも当然きつい勧告を出しておりますんで、その中で期末手当も

当然削減されておりますんで。 

 斑鳩町の場合でしたら、先ほど申し上げた状況で、ほぼそんなに乖離がないというこ

とで、国に準拠いたしておるということであります。 

○議長（中西和夫君） １４番、木澤議員。 
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○１４番（木澤正男君） すいません、ちょっと私の聞き方がわかりにくかったかもしれ 

ませんけど、それは法的拘束を受けるものなのかどうかということについてお尋ねした

いと思います。 

○議長（中西和夫君） 池田総務部長。 

○総務部長（池田善紀君） 法的拘束力はございません。期末手当を、例えば、今、０． 

１５、勤勉手当０．０５いっておりますけども、これはしなくてもいいですし、仮にそ

れ以上にやっても問題はございません。 

○議長（中西和夫君） １４番、木澤議員。 

○１４番（木澤正男君） そしたら、斑鳩町はやはり、人勧の方については遵守をすると 

いう立場で、今回、改正をされるというふうに理解をしておきたいと思いますけれども、

委員会の中でも確認をさせていただきましたけれども、組合との関係ですね、組合の方、

再度確認をしておきたいんですが、今回の改正については、どのように言っているんで

しょうか。 

○議長（中西和夫君） 池田総務部長。 

○総務部長（池田善紀君） ５月１４日に組合の方にも説明をいたしておりまして、委員 

会でもご答弁させていただきましたように、現在の人事院勧告についてはもうやむを得

ないということで、ご理解をいただいておるところであります。 

○議長（中西和夫君） １４番、木澤議員。 

○１４番（木澤正男君） そういうことでありましたら、あえて反対まではしませんけれ 

ども、やはり私は今回の人事院の勧告については、少し矛盾があるのではないかという

ふうに感じておりますんで、やはり今後の人勧との関係、さらには町職員さんの給与条

例の改正等について、今回の意見についても、十分参考にしていただいて、今後、検討

していっていただきたいというふうに意見だけ申し上げておきたいと思います。 

○議長（中西和夫君） １３番、里川議員。 

○１３番（里川宜志子君） 私、前々から思っているんですけれども、人事院勧告って給 

与の問題だけなんかなあと。人事院が勧告するものというのは色んな問題があるという

ふうに思うんですが、給与については、斑鳩町はこのように町長の専決処分で遵守をす

るんだということですけれども、その他の問題ですね、人事院が勧告されるような色々

な内容については、町はこれまでどのように受けとめて、どのように人事院の勧告を、

給与と同様にというていいのかな、どんなふうにやってこられているのかというところ
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については、給与ばっかりの話になってますのでね、この際ですので、これを承認する

に当たって、ただいま同僚議員の方から組合との関係も尋ねられておりましたので、職

員さんに説明もされているのであれば、私たちあえて反対する立場にはございませんけ

れども、けれどもやっぱり人事院勧告というものを我々としてもどう受けとめるべきな

のか、ただ給料だけに目がいっているような状況にあるのではないかということについ

ても、この際ですので確認をさせていただきたいなというふうに思っております。 

○議長（中西和夫君） 池田総務部長。 

○総務部長（池田善紀君） 人勧の中には、勤務時間の問題もございます。また、特別附 

帯意見として女性の社会参加の促進もございます。そうした中で、当町におきましては、

育児休業等々につきましては、ご承知のように、国の法案を重視いたしまして、そのと

おり一部改正を行っております。 

 昨年に人勧の中にありました勤務時間１５分の短縮がございます。８時間から７時間

４５分がございました。これにつきましては、去年の人勧、夏ごろに出ましたけども、

その秋以降、ご承知のように世界経済が相当冷え込んでおりましたので、各企業におき

ましても相当厳しい状況であるということでありました。そうした中で、１５分の勤務

時間を公務員だけが短縮して、それがすぐに１時間当たりの単価アップになってきます、

結果として。そういうことがありますんで、奈良県内におきましても、県も実施されて

おりませんし、近隣市町村も実施されておりませんので、当然色んな町民の方の感情も

考慮いたしまして、それについては実施していない状況であります。 

 なお、これにつきましては、社会経済情勢が変わってまいりましたら、国に準じた形

で実施してまいるのは当然であります。 

○議長（中西和夫君） １３番、里川議員。 

○１３番（里川宜志子君） 今の部長の答弁をお聞きしておりましたら、私たちの理解と 

しましては、斑鳩町としては、人事院が勧告をされる色々な内容はあるけれども、給与

については専決処分をして遵守するけれども、その他の項目については、一つ一つそれ

ぞれ、その時その時で状況を見る中で判断をし、必ずしも遵守するわけではないと。片

一方では遵守するけれど片一方は遵守するかどうかわからないという、そういうちょっ

とあいまいな状況であると、町の姿勢はね、というふうに認識を持ってていいのかとい

うことだけ最後にもう一度ご答弁ください。 

○議長（中西和夫君） 池田総務部長。 
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○総務部長（池田善紀君） 今、里川議員がおっしゃったとおりであります。 

○議長（中西和夫君） よろしいですか。ほか、ございませんか。これをもって質疑を終 

結いたします。 

 お諮りいたします。承認第６号については、原案どおり承認することにご異議ござい

ませんか。 

         （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中西和夫君） 異議なしと認めます。よって承認第６号については、満場一致で 

承認いたされました。 

 午後１時まで休憩いたします。 

         （午前１１時５８分 休憩） 

 

           （午後 １時００分 再開） 

○議長（中西和夫君） 再開いたします。 

 続いて、日程２１、承認第７号 町長専決処分について承認を求めることについて

（平成２１年度斑鳩町国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）について）を議題

といたします。 

 お諮りいたします。本案については、会議規則第３９条第３項の規定により、委員会

付託を省略することにご異議ございませんか。 

         （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中西和夫君） 異議なしと認めます。よって承認第７号については、委員会付託 

を省略いたします。 

 理事者の提案説明を求めます。西本住民生活部長。 

○住民生活部長（西本喜一君） それでは、承認第７号につきましてご説明を申し上げま 

す。 

 まず、議案書を朗読させていただきます。 

 承認第７号 

        町長専決処分について承認を求めることについて 

        （平成２１年度斑鳩町国民健康保険事業特別会計 

         補正予算（第１号）について）        

 標記について、地方自治法第１７９条第１項の規定により、平成２１年度斑鳩町国民
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健康保険事業特別会計補正予算（第１号）を別紙のとおり専決処分したので、同条第３

項の規定により報告し、議会の承認を求めます。 

 平成２１年６月２日提出 

                            斑鳩町長 小城利重 

 続きまして、専決処分書を朗読させていただきます。 

 斑専第７号 

                 専決処分書 

  平成２１年度斑鳩町国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）について 

 標記について、地方自治法第１７９条第１項の規定により、別紙のとおり専決処分す

る。 

 平成２１年５月２８日 

                            斑鳩町長 小城利重 

 今回の補正の内容でありますが、平成２０年度の医療に係ります経費等の歳出が歳入

を上回ることになり、歳入欠かんが生じましたことから、地方自治法施行令第１６６条

の２の規定により、平成２１年度からその不足分を繰り上げで充用するものであります。

既定の歳入歳出予算の額２８億５，３９０万円にそれぞれ５億６，９００万円を追加し、

歳入歳出それぞれ３４億２，２９０万円とするものであります。 

 補正予算書の予算に関する説明書によりましてご説明を申し上げます。 

 まず、歳入であります。４ページをおあけいただきたいと思います。第１０款諸収入、

第２項雑入、第７目歳入欠かん補填収入で５億６，９００万円の増額をお願いするもの

であります。 

 続きまして、歳出であります。次のページ、５ページでございます。第１２款前年度

繰上充用金、第１項前年度繰上充用金、第１目前年度繰上充用金で５億６，９００万円

の増額をお願いするものであります。 

 それでは、１ページにお戻りいただきたいと存じます。予算書を朗読させていただき

ます。 

    平成２１年度斑鳩町国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号） 

 平成２１年度斑鳩町国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）は、次に定めると

ころによる。 

（歳入歳出予算の補正） 
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第１条 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ５億６，９００万円を追加し、歳入歳 

 出予算の総額を、歳入歳出それぞれ３４億２，２９０万円とする。 

２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出 

 予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

                         平成２１年５月２８日専決 

                         斑鳩町長   小城利重  

 以上、簡単ではございますが説明とさせていただきます。よろしくご審議を賜り、原

案どおりご承認賜りますようお願いを申し上げます。 

○議長（中西和夫君） 説明が終わりましたので、本案について質疑をお受けいたします。 

１３番、里川議員。 

○１３番（里川宜志子君） この繰り上げ充用については、これまで毎年行われてきてお 

りますし、今年度についても、金額的には若干、これまでより一般会計からの繰り入れ

なども行い、介護納付金分の累積赤字を少しでも解消していこうということで、長い期

間かかって累積されてきた赤字なもんですからね、なかなか一遍にいかないということ

があるんですが、それをやり始めたところへもってきて、去年から後期高齢者医療支援

金分というのがまた国保の中で医療分とは別に徴収していただいてますけれども、これ、

去年から始まりましたけれども、見込みとしては、この分が、今後、介護納付金分と同

じように私はこれがまた国保の特別会計圧迫していくんじゃないかなあという心配もし

ておったんですけれどもね、この際ですので、この繰り上げ充用をしていただくに当た

りまして、この辺の後期高齢者医療支援金分の方はどんなふうに見込んでおられるのか。 

 それとまた、今後、こういう色んな制度が変わってくる中で、介護分にしても、介護

保険の制度そのものを色々変えていってサービスが受けにくくなる。受けにくくなるこ

とは、介護保険の創設の意義からは違ってるんやけど、そうすることによって、こっち 

も逆にまた、介護保険の会計もですけれども国保会計もこういう関係で助かっていく。 

 だけど、何というんですか、医療も、例えばリハビリなんかでも医療費で見てもらう

のに限界がある。介護へ回すとか、その辺の関係の中で、どんどんどんどん色々変わっ

ていっている中では、とても医療費のあり方、医療保険のあり方、それぞれの介護保険

のあり方、後期高齢者医療のあり方なんかについても、私は色々危惧しているところな

んですが、そういう問題提起も含めまして、この後期高齢者医療支援金分の見込みとい

うんですか、今後の動向も含めまして、この１年間まだやってきたとこですけれども、
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担当の方ではどのように見ておられるのかということなどについても、改めてやはりこ

の繰り上げ充用の問題は、ほんとに長年私も心配してきた問題でしたので、この際です

のでお尋ねをしておきたいなというふうに思います。 

○議長（中西和夫君） 西本住民生活部長。 

○住民生活部長（西本喜一君） この後期高齢者支援金分は、確かに平成２０年度から国 

民健康保険税の方にプラスをさせていただきました。この後期高齢者医療支援金分の算

定につきましては、国保運協の方で、平成１９年度でご相談申し上げた中で、今後、２

０年度から３年度分の推計を見込みまして、そしてその平均的な数字で、平成２０年度

から新たに後期高齢者医療支援金分として上乗せをさせていただいた経緯がございます。 

 今、質問者もおっしゃいますように、１年間の経緯を見てでございますけども、今後

のこの高齢者医療支援金分を含める国保財政の見通しでございますけども、この後期高

齢者支援金分につきましては、今、申し上げましたように、この部分につきましては３

カ年の平均ということで、まだあと２年残っております関係上、この率につきましては、

今のところマイナスになるとか、そういったことは見えてきてないのでありますけども、

この国保税全体の今後の見通しとしましては、２１年度につきましては、前期高齢者交

付金につきまして、約７億４，０００万円の交付見込みがありまして、これは当初予算

と比べますと１億３，０００万円の収入増ということになってきております。 

 また、この前期高齢者交付金につきましては、平成２０年度、２１年度の交付を２２

年度で精算することになり、今はふえておりますけども、来年度以降その精算によって

は減る可能性もありますので、今現在ではどのようになるのかという見込みが立てにく

いのが現状であります。 

 それと、２１年度予算では、一般会計と国保の基金から、国保の基金を取り崩しまし

て合わせて約４，３００万円の繰り入れを行うという予定もしております。 

 こういった中で、２１年度は収支バランスをとってきたところではありますけども、

平成２２年度以降につきましては、前期高齢者交付金の先ほどの精算が始まりますこと

から、短期といえども予測することはかなり難しい状況であります。現段階では、保険

税の確保と、それから医療費の抑制に努めていくことで財政の悪化を防いでいかなけれ

ばならないというふうに考えているところであり、見通しについては、今後また時がた

つにつれて見通しを立ててまいりたい、そして適正な財政の運営に努めてまいりたいと、

このように考えております。 
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 以上です。 

○議長（中西和夫君） １３番、里川議員。 

○１３番（里川宜志子君） 前々から申し上げておりますように、国民健康保険というの 

は、昔の国民健康保険と違って、今まさに職を失った方々や収入がない、収入を得てお

られたらまた加入する保険もあったりするんです、お勤めになってたらね。だから、い

わばそういった受け皿的な要素が、高齢者もふえてき、退職組もふえてき、ますますそ

ういった状況にある中で、その間にそういうふうに変わってきている上に、介護保険が

出来たり後期高齢者医療が出来たりする中で制度が変わり、財政基盤が脆弱な上に、こ

れらの支援金分や納付金分がどのようにかかわっているのか。それで斑鳩町の国保財政

もかなり累積赤字を抱えた一つの要因でもあった。 

 そのことを言い続けてやっと一般会計から繰り入れもしていただいてきているわけな

んですけれども、ここら辺は、絶対見落とすことの出来ない問題で、それでなくても非

常に負担能力を超えるような賦課が国保では行われているのではないかと、前々から私

も、収入の低い方なんか思っているわけなんですが、そういった生活基盤の弱い方たち

によりしわ寄せがいくような保険税の形になってくる。 

 しかも、国保の会計そのものも圧迫されるというのであればほんとに大問題ですので、

この辺につきましては、この繰り上げ充用はもちろんしていただいて結構ですけれども、

承認はさせていただきますけれども、ほんとに国保財政が持つ大きな大きな課題、認識

をしていただきまして、今後も取り組みをしていただき、私たちもその都度また、今後

も動向については担当の方にお尋ねをさせていただきたいと思っておりますので、その

ことだけお願いをしておきたいと思います。 

 以上です。 

○議長（中西和夫君） ほか、ございませんか。これをもって質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。承認第７号については、原案どおり承認することにご異議ござい

ませんか。 

         （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中西和夫君） 異議なしと認めます。よって承認第７号については、満場一致で 

承認いたされました。 

 続いて、日程２２、承認第８号 町長専決処分について承認を求めることについて

（平成２１年度斑鳩町老人保健特別会計補正予算（第１号）について）を議題といたし



１－51 

ます。 

 お諮りいたします。本案については、会議規則第３９条第３項の規定により、委員会

付託を省略することにご異議ございませんか。 

         （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中西和夫君） 異議なしと認めます。よって承認第８号については、委員会付託 

を省略いたします。 

 理事者の提案説明を求めます。西本住民生活部長。 

○住民生活部長（西本喜一君） それでは、承認第８号につきましてご説明を申し上げます。 

 まず、議案書を朗読させていただきます。 

 承認第８号 

        町長専決処分について承認を求めることについて 

         （平成２１年度斑鳩町老人保健特別会計    

         補正予算（第１号）について）        

 標記について、地方自治法第１７９条第１項の規定により、平成２１年度斑鳩町老人

保健特別会計補正予算（第１号）を別紙のとおり専決処分したので、同条第３項の規定

により報告し、議会の承認を求めます。 

 平成２１年６月２日提出 

                            斑鳩町長 小城利重 

 続きまして、専決処分書を朗読させていただきます。 

 斑専第８号 

                 専決処分書 

    平成２１年度斑鳩町老人保健特別会計補正予算（第１号）について 

 標記について、地方自治法第１７９条第１項の規定により、別紙のとおり専決処分す

る。 

 平成２１年５月２８日 

                            斑鳩町長 小城利重 

 今回の補正の内容でございますが、平成２０年度の医療に係ります経費と歳出が歳入

を上回ることになり歳入欠陥が生じましたことから、地方自治法施行令第１６６条の２

の規定により、平成２１年度からその不足分を繰り上げ充用するものであります。既定

の歳入歳出予算の額３，６８４万円にそれぞれ５２２万５，０００円を追加し、歳入歳
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出それぞれ４，２０６万５，０００円とするものであります。 

 補正予算書の予算に関する説明書によりましてご説明を申し上げたいと存じます。 

 ４ページをお開きいただきたいと存じます。歳入の方でございます。第２款国庫支出

金、第１項国庫負担金、第１目医療費負担金、５２２万５，０００円の増額でございま

す。平成２０年度で受けるべき国庫負担金に受け入れ不足があったため、平成２１年度

で精算し受け入れをするものであります。 

 続きまして、歳出でございます。次のページ、５ページでございます。第３款諸支出

金、第１項償還金、第１目償還金、１１２万３，０００円の増額でございます。平成２

０年度で受け入れ超過となりました支払基金医療費交付金等を償還するものであります。 

 第５款前年度繰上充用金、第１項前年度繰上充用金、第１目前年度繰上充用金、４１

０万２，０００円の増額をお願いするものであります。 

 それでは、１ページにお戻りいただきたいと存じます。予算書を朗読させていただき

ます。 

      平成２１年度斑鳩町老人保健特別会計補正予算（第１号） 

 平成２１年度斑鳩町老人保健特別会計補正予算（第１号）は、次に定めるところによ

る。 

（歳入歳出予算の補正） 

第１条 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ５２２万５，０００円を追加し、歳入 

 歳出予算の総額を、歳入歳出それぞれ４，２０６万５，０００円とする。 

２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出 

 予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

                         平成２１年５月２８日専決 

                         斑鳩町長   小城利重  

 以上、簡単ではございますが説明とさせていただきます。よろしくご審議を賜りまし

て、原案どおりご承認いただきようよろしくお願いを申し上げます。 

○議長（中西和夫君） 説明が終わりましたので、本案について質疑をお受けいたします。 

         （「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中西和夫君） これをもって質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。承認第８号については、原案どおり承認することにご異議ござい

ませんか。 



１－53 

         （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中西和夫君） 異議なしと認めます。よって承認第８号については、満場一致で 

承認いたされました。 

 続いて、日程２３、認定第２号 平成２０年度斑鳩町水道事業会計決算の認定につい

てを議題とし、総括質疑をお受けいたします。 

         （「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中西和夫君） これをもって認定第２号に関する総括質疑を終結いたします。 

 ただいま議題となっています認定第２号は、予算決算常任委員会に付託いたします。 

 続いて、日程２４、報告第７号 平成２０年度斑鳩町継続費繰越計算書の報告につい

て（一般会計）を議題といたします。 

 お諮りいたします。本案については、会議規則第３９条第３項の規定により、委員会

付託を省略することにご異議ございませんか。 

         （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中西和夫君） 異議なしと認めます。よって報告第７号については、委員会付託 

を省略いたします。 

 理事者の報告を求めます。池田総務部長。 

○総務部長（池田善紀君） それでは、まず議案書の朗読をさせていただきます。 

 報告第７号 

       平成２０年度斑鳩町継続費繰越計算書の報告について 

                （一般会計） 

 標記について、地方自治法施行令第１４５条第１項の規定により、別紙のとおり報告

します。 

 平成２１年６月２日提出 

                            斑鳩町長 小城利重 

 本報告につきましては、平成２０年度予算におきまして継続費の議決をいただいてい

る歳出予算のうち年度内での執行が出来なかった経費を平成２１年度予算に繰り越しさ

せていただきましたことから、地方自治法施行令第１４５条の規定によりましてその報

告を行うものであります。 

 （仮称）文化財活用センター整備事業に係る継続費につきまして、請負業者決定が当

初予定より６カ月程度おくれたことから、工事着手もおくれ、工事出来高が減額となっ
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たことから、平成２０年度継続費のうち２億１，１８１万円を平成２１年度に繰り越し

させていただくものであります。 

 それでは、次のページの平成２０年度継続費繰越計算書によりご説明をいたします。 

 表の左からでございます。第９款教育費、第５項社会教育費、事業名は（仮称）文化

財活用センター整備事業、継続費の総額は２億８，７０７万円。そのうち、平成２０年

度継続費予算現額は２億６，３５０万円であり、支出済額及び支出見込額は５，１６９

万円であります。その残額は、２億１，１８１万円となり、翌年度逓次繰越額は同額の

２億１，１８１万円であります。 

 この財源内訳は、繰越金として一般財源の２，０１１万円と、特定財源の国庫支出金

４，５７０万円及び地方債１億４，６００万円であります。 

 なお、繰越額２億１，１８１万円の予算内訳は、工事の監理業務委託料２８１万円と

工事請負費２億９００万円であります。 

 以上で、報告第７号 平成２０年度斑鳩町継続費繰越計算書の報告について（一般会

計）のご説明といたします。 

○議長（中西和夫君） 説明が終わりましたので、本案について質疑をお受けいたします。 

         （「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中西和夫君） これをもって質疑を終結いたします。 

 報告第７号 平成２０年度斑鳩町継続費繰越計算書の報告について（一般会計）を終

わります。 

 続いて、日程２５、報告第８号 平成２０年度斑鳩町繰越明許費繰越計算書の報告に

ついて（一般会計）を議題といたします。 

 お諮りいたします。本案については、会議規則第３９条第３項の規定により、委員会

付託を省略することにご異議ございませんか。 

         （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中西和夫君） 異議なしと認めます。よって報告第８号については、委員会付託 

を省略いたします。 

 理事者の報告を求めます。池田総務部長。 

○総務部長（池田善紀君） まず、議案書の朗読をさせていただきます。 

 報告第８号 

     平成２０年度斑鳩町繰越明許費繰越計算書の報告について 
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                （一般会計） 

 標記について、地方自治法施行令第１４６条第２項の規定により、別紙のとおり報告

します。 

 平成２１年６月２日提出 

                            斑鳩町長 小城利重 

 本報告につきましては、平成２０年度予算におきまして繰越明許費の議決をいただい

ている歳出予算のうち、年度内での執行が出来なかった経費を平成２１年度予算に繰り

越しさせていただきましたことから、地方自治法施行令第１４６条第２項の規定により

その報告を行うものであります。 

 それでは、次のページの平成２０年度斑鳩町繰越明許費繰越計算書によりご説明を申

し上げます。 

 初めに、定額給付金給付事業でありますが、給付事業の完了が平成２１年度となりま

すことから、４億５，１１２万１，１９５円を繰り越しさせていただいたものでありま

す。資料の一番上の覧でありますけども、第２款総務費、第１項総務管理費、事業名は

定額給付金給付事業、事業費の金額は４億５，８０６万５，０００円、このうち翌年度

繰越額は４億５，１１２万１，１９５円であります。この財源内訳は、既収入特定財源

で国庫支出金２８０万６，１９５円、未収入特定財源の国庫支出金４億４，８３１万５，

０００円となっております。繰り越しの予算内訳は、事務費として臨時職員賃金、共済

費、職員の時間外手当、消耗品や印刷製本費、電算システム委託料等１，５３４万１，

１９５円、事業費としては定額給付金４億３，５７８万円となっております。 

 次に、子育て応援特別手当支給事業においても、定額給付金事業と同様の理由で１，

５２６万２，１１４円を繰り越しさせていただいたものであります。第３款民生費、第

２項児童福祉費、事業名は子育て応援特別手当支給事業、事業費の金額は１，５４６万

円、このうち翌年度繰越額は１，５２６万２，１１４円であります。この財源内訳は、

既収入特定財源の国庫支出金１，００８万円、未収入特定財源の国庫支出金５１８万２，

１１４円となっております。繰越額の予算内訳は、事務費としての臨時職員賃金、共済

費、職員の時間外手当、消耗品や通信運搬費等８６万２，１１４円、事業費としては、

子育て応援特別手当１，４４０万円となっております。 

 次に、火葬場周辺対策事業において、地元よりポンプアップ施設の追加工事の要望が

ありまして、２０年度中の工事施工が困難なため、１，０５０万円を繰り越しさせてい
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ただいたものであります。第４款衛生費、第１項保健衛生費、事業名は火葬場周辺対策

事業、事業費の金額は１，０５０万円、このうち翌年度繰越額は同額の１，０５０万円

であります。この財源内訳は、すべて一般財源となっております。繰越額の予算内訳は、

補てん補償及び賠償金１，０５０万円となっております。 

 次に、衛生処理場周辺対策事業において、農道整備工事の地元調整に時間を要するこ

とから、２０年度中の工事施工が困難なため、４００万円を繰り越しさせていただいた

ものであります。第４款衛生費、第２項清掃費、事業名は衛生処理場周辺対策事業、事

業費の金額は４００万円、このうち翌年度繰越額は同額の４００万円であります。この

財源内訳は、すべて一般財源となっております。繰越額の予算内訳は、補償補てん及び

賠償金４００万円となっております。 

 また、鳩水園施設改良事業において、脱窒素処理設備の改修に地域活性化生活対策臨

時交付金を活用することから、３，０００万円を繰り越しさせていただいたものであり

ます。第４款衛生費、第２項清掃費、事業名は鳩水園施設改良事業、事業費の金額は３，

０００万円、このうち翌年度繰越額は同額の３，０００万円であります。この財源内訳

は、未収入特定財源の国庫支出金２，４６９万５，０００円と一般財源５３０万円５，

０００円となっております。繰越額の予算内訳は、脱窒素処理設備の改修費３，０００

万円となっております。 

 次に、農業費の土地改良事業において、衛生処理場周辺対策事業に関連して８００万

円を繰り越しさせていただいたものであります。第５款農林水産業費、第１項農業費、

事業名は土地改良事業、事業費の金額は８００万円、このうち翌年度繰越額は同額の８

００万円であります。この財源内訳は、未収入特定財源の地方債３００万円と、その他

４００万円、一般財源１００万円となっております。繰越額の予算内訳は、農道の整備

工事請負費で８００万円となっております。 

 次に、農業費の土地改良支援事業において、火葬場周辺対策事業に関連して１，０５

０万円を繰り越しさせていただいたものであります。第５款農林水産業費、第１項農業

費、事業名は土地改良支援事業、事業費の金額は１，０５０万円、このうち翌年度繰越

額は同額の１，０５０万円であります。この財源内訳は、すべて一般財源となっており

ます。繰越額の予算内訳は、土地改良事業補助金１，０５０万円となっております。 

 次に、土木費の道路新設改良事業において、用地交渉の難航等により時間を要したこ

とから、３，５９０万円を繰り越しさせていただいたものであります。第７款土木費、
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第２項道路橋りょう費、事業名は道路新設改良事業、事業費の金額は３，５９０万円、

このうち翌年度繰越額は同額の３，５９０万円であります。この財源内訳は、すべて一

般財源となっております。繰越額の予算内訳は、登記業務等委託料、工事請負費等３，

５９０万円となっております。 

 次に、土木費の法隆寺線整備事業において、委託業務実施に係る関係機関との事前協

議に時間を要したことから、１，０６０万５，０００円を繰り越しさせていただいたも

のであります。第７款土木費、第４項都市計画費、事業名は法隆寺線整備事業、事業費

の金額は１，０６０万５，０００円、このうち翌年度繰越額は同額の１，０６０万５，

０００円であります。この財源内訳は、未収入特定財源の国庫支出金４９５万円と一般

財源５６５万５，０００円となっております。繰越額の予算内訳は、事務事業委託料、

登記業務等委託料等で１，０６０万５，０００円となっております。 

 最後に、幼稚園園舎耐震補強事業において、斑鳩幼稚園、斑鳩西幼稚園の園舎耐震診

断を、地域活性化生活対策臨時交付金を活用して実施するため、補正予算を計上しまし

たことから、平成２１年度に４３０万円を繰り越しさせていただいたものであります。

第９款教育費、第４項幼稚園費、事業名は幼稚園園舎耐震補強事業、事業費の金額は４

３０万円、このうち翌年度繰越額は同額の４３０万円であります。この財源内訳は、未

収入特定財源は、国庫支出金３５４万円、一般財源７６万円となっております。繰越額

の予算内訳は、斑鳩幼稚園と斑鳩西幼稚園の園舎の２次耐震診断費であります。 

 以上で、報告第８号 平成２０年度斑鳩町繰越明許費繰越計算書の報告について（一

般会計）のご説明とさせていただきます。よろしくお願いを申し上げます。 

○議長（中西和夫君） 説明が終わりましたので、本案について質疑をお受けいたします。 

         （「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中西和夫君） これをもって質疑を終結いたします。 

 報告第８号 平成２０年度斑鳩町繰越明許費繰越計算書の報告について（一般会計）

を終わります。 

 続いて、日程２６、報告第９号 平成２０年度斑鳩町繰越明許費繰越計算書の報告に

ついて（公共下水道事業特別会計）を議題といたします。 

 お諮りいたします。本案については、会議規則第３９条第３項の規定により、委員会

付託を省略することにご異議ございませんか。 

         （「異議なし」と呼ぶ者あり） 



１－58 

○議長（中西和夫君） 異議なしと認めます。よって報告第９号については、委員会付託 

を省略いたします。 

 理事者の報告を求めます。谷口上下水道部長。 

○上下水道部長（谷口裕司君） 報告第９号、平成２０年度斑鳩町繰越明許費繰越計算書 

の報告について（公共下水道事業特別会計）のご説明をさせていただきます。 

 まず、議案書を朗読をさせていただきます。 

 報告第９号 

      平成２０年度斑鳩町繰越明許費繰越計算書の報告について 

             （公共下水道事業特別会計） 

 標記について、地方自治法施行令第１４６条第２項の規定により、別紙のとおり報告

します。 

 平成２１年６月２日提出 

                            斑鳩町長 小城利重 

 この報告につきましては、３月議会定例会におきまして繰越明許のお願いをし、神南

３丁目地内及び龍田２丁目地内で面整備工事を発注し、整備区域の拡大を進めたところ

でございますが、その繰越明許費繰越計算書につきましてご報告をさせていただくもの

でございます。 

 それでは、次のページをお願いいたします。 

 繰越計算書の朗読をもちましてご説明とさせていただきます。 

          平成２０年度斑鳩町繰越明許費繰越計算書 

             （公共下水道事業特別会計）    

 第１款公共下水道費、第２項下水道新設改良費、事業名、公共下水道事業（第１１処

理分区２工区－５、第１２処理分区４工区－４）、金額１億円、翌年度繰越額８，９０

０万円。その財源内訳といたしましては、未収入特定財源で、国庫支出金２，６００万

円、地方債６，３００万円でございます。 

                          平成２１年６月２日提出 

                          斑鳩町長  小城利重  

 以上で、報告第９号 平成２０年度斑鳩町繰越明許費繰越計算書の報告について（公

共下水道事業特別会計）のご説明とさせていただきます。何とぞ原案どおりご承認賜り

ますようよろしくお願い申し上げます。 
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 以上でございます。 

○議長（中西和夫君） 説明が終わりましたので、本案について質疑をお受けいたします。 

         （「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中西和夫君） これをもって質疑を終結いたします。 

 報告第９号 平成２０年度斑鳩町繰越明許費繰越計算書の報告について（公共下水道

事業特別会計）を終わります。 

 続いて、日程２７、報告第１０号 平成２０年度斑鳩町繰越明許費繰越計算書の報告

について（介護保険事業特別会計）を議題といたします。 

 お諮りいたします。本案については、会議規則第３９条第３項の規定により、委員会

付託を省略することにご異議ございませんか。 

         （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中西和夫君） 異議なしと認めます。よって報告第１０号については、委員会付 

託を省略いたします。 

 理事者の報告を求めます。西本住民生活部長。 

○住民生活部長（西本喜一君） それでは、報告第１０号につきましてご説明を申し上げ 

ます。 

 まず、議案書を朗読させていただきます。 

 報告第１０号 

      平成２０年度斑鳩町繰越明許費繰越計算書の報告について 

             （介護保険事業特別会計） 

 標記について、地方自治法施行令第１４６条第２項の規定により、別紙のとおり報告

します。 

 平成２１年６月２日提出 

                            斑鳩町長 小城利重 

 それでは、２枚目をご覧いただきたいと存じます。 

 この報告につきましては、介護従事者処遇改善のため、平成２１年度より介護報酬が

引き上げられており、その報酬引き上げに伴いまして、第１号被保険者の保険料負担も

ふえることとなりますことから、その負担増分を抑制するため、国費より交付金が交付

をされております。その交付金の内容を、第１号被保険者に周知、啓発するための費用

として交付されました経費につきまして、その受け入れが平成２０年度末でありました
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ため、その年度において予算を執行出来ないことから、３月議会におきまして繰越明許

費のお願いをし、その繰越計算書の報告を行うものであります。 

 繰越計算書の朗読をもちましてご説明とさせていただきます。 

          平成２０年度斑鳩町繰越明許費繰越計算書 

             （介護保険事業特別会計）     

 第１款総務費、第４項趣旨普及費、事業名は介護従事者処遇改善臨時特例交付金周知

事業、金額１３４万４，０００円、翌年度繰越額１３４万３，４００円、財源内訳とい

たしまして、既収入特定財源１３４万３，４００円でございます。 

                          平成２１年６月２日提出 

                          斑鳩町長  小城利重  

 以上で、報告第１０号 平成２０年度斑鳩町繰越明許費繰越計算書の報告について

（介護保険事業特別会計）のご報告とさせていただきます。よろしくお願いを申し上げ

ます。 

○議長（中西和夫君） 説明が終わりましたので、本案について質疑をお受けいたします。 

         （「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中西和夫君） これをもって質疑を終結いたします。 

 報告第１０号 平成２０年度斑鳩町繰越明許費繰越計算書の報告について（介護保険

事業特別会計）を終わります。 

 続いて日程２８、報告第１１号 平成２０年度斑鳩町文化振興財団事業報告について

を議題といたします。 

 お諮りいたします。本案については、会議規則第３９条第３項の規定により、委員会

付託を省略することにご異議ございませんか。 

         （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中西和夫君） 異議なしと認めます。よって報告第１１号については、委員会付 

託を省略いたします。 

 理事者の報告を求めます。池田総務部長。 

○総務部長（池田善紀君） それでは、まず議案書の朗読をさせていただきます。 

 報告第１１号 

        平成２０年度斑鳩町文化振興財団事業報告について 

 標記について、地方自治法第２４３条の３第２項の規定により、別紙のとおり報告し
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ます。 

 平成２１年６月２日提出 

                            斑鳩町長 小城利重 

 それでは、平成２０年度の斑鳩町文化振興財団の事業報告書に基づきましてご説明を

させていただきます。 

 まず、１ページをお願いをいたします。 

 （３）の文化振興財団の事業といたしましては、（１）芸術・歴史文化事業の企画及

び運営といたしまして、・住民参加型事業では、前年度より１事業増加の９事業を実施

しました。その事業収益は、３７１万４，２００円で、それに係る事業費３７８万９，

８３９円となっています。・芸術文化鑑賞型事業で１０事業を実施し、その事業収益は

９４１万９，６５５円で、それに係る事業費８５３万４４円となっています。・育成型

事業では、３事業を実施し、その事業収益は２０２万７，０００円で、それに係る事業

費１５１万９，１２６円となっています。 

 このことから、財団の自主事業総数は２２事業で、その事業収益は１，５１６万８５

５円で、それに係ります事業費１，３８３万９，００９円で、収支黒字が１３２万１，

８４６円、収支率では１０９．６％となっています。なお、平成１７年度の収支率は６

６．７％、平成１８年度の収支率は９１．７％、平成１９年度は９８．５％でしたので、

収支率は年々上昇してきている状況であります。 

 また、これらの事業実施状況につきましては、１５ページから１７ページに、事業内

容、収入額、支出額、収支差額等をお示しいたしておりますので、ご参照をお願いをい

たします。 

 次に、（２）芸術・歴史文化活動の普及、振興、支援事業の・受託事業につきまして

１事業を実施し、事業収益８４万５３円、事業費８４万５３円であり、収支同額となっ

ています。・の友の会事業といたしまして、友の会会員から受け取り入会金として９３

万９，５００円を受け入れ、友の会運営費は６６万３，２０９円であります。なお、友

の会会員は５３０人であります。 

 次に、（３）芸術・歴史文化情報の収集及び提供といたしまして、ホール機関誌を年

１回発行とし、その事業費１５万２，１４５円となっています。 

 次に、（４）斑鳩町文化振興センターの管理運営に関する事業の・ホール管理運営事

業といたしまして、事業収益で１億９４５万７，８５２円を受け入れています。その内
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訳は、斑鳩町から指定管理者の指定を受け、ホールの管理運営に係る指定管理料として

８，６２３万５，５０１円の受け入れと、施設使用料収益２，３２２万２，３５１円で

あります。これに係ります施設管理運営としての事業費１億４９５万４５８円でありま

す。・図書館管理事業といたしまして、図書館の管理等に係ります事業収益１，３３９

万５，３３７円を受け入れ、これに係ります事業費１，３３９万５，３３７円の収支同

額となっています。 

 これらの各事業の収入及び事業費内訳につきましては、４ページ、５ページに正味財

産増減計算書として前年度比較も入れて整理いたしておりますが、主なものについてご

説明いたします。 

 ４ページの上の方にあります・の事業収益では、事業費の安い事業を実施したこと及

び入場料を安く設定したことによりまして、事業収益については、前年度より４５０万

２，３９５円の減少で１，４９６万８５５円となり、・の受託事業収益では、指定管理

料収益の２０８万１，８４８円の増額等によりまして、前年度より７１万７，７９９円

増額の１億２，３６９万３，２４２円であります。 

 以上のことから、経常収益計では、前年度より６３７万４，４２４円減額の１億４，

４６１万７，７９０円であります。 

 次に、（２）の経常費用では、５ページの中段より少し下の方に経常費用計とありま

す。自主事業費で７０３万４，１２４円の減額などによりまして、前年度より３１６万

５，５０１円減額の１億４，５１５万８，９５１円であります。 

 以上のことから、経常収益から経常費用を差し引いた額は、前年度より３２０万８，

９２３円減額のマイナス５４万１，１６１円となりました。 

 これに、次にあります経常外収支及び指定正味財産期末残高の１億円を加えた一番下

の正味財産期末残高は、１億３５４万６，８７９円であります。 

 なお、別綴じで、正味財産増減計算書説明書を添付いたしておりますが、その中の２

ページでは、事業収益の自主事業収益で、各事業の券売数と入場料の収入、３ページに

は使用料収益の内訳、会費の内訳を示しております。また、最終ページの７ページに、

自主事業一覧といたしまして各事業の事業費内訳を記載いたしておりますので、ご参照

ください。 

 次に、事業報告書の３ページにお戻りください。貸借対照表であります。新公益法人

会計基準に基づき、前年度と比較し財産の増減を記載しております。 
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 流動資産、流動負債共に前年度より４６８万５，９０５円増額の１，２８２万６，２

１１円であります。 

 ２の固定資産では、（１）の基本財産は、前年度同額の１億円であり、その他固定資

産３５４万６，８７９円であることから、固定資産合計で１億３５４万６，８７９円と

なり、資産合計では１億１，６３７万３，０９０円であり、一番下の負債及び正味財産

合計と同額となっております。 

 次に、６ページの財務諸表に関する注記であります。新公益法人会計基準に基づき、

財団の会計方針として、固定資産の減価償却の方法、リース取引の処理方法、消費税等 

の会計処理、会計方針の変更、基本財産の増減額及び財源の内訳等を示しております。 

 ７ページの６、固定資産の取得価格及び減価償却累計額をお示しをいたしております。 

 次に、９ページの財産目録であります。平成２１年３月３１日現在の財産の保有状況

を示すもので、年度末の正味財産は１億３５４万６，８７９円となり、３ページの貸借

対照表の下から２行目の正味財産合計と一致いたしております。 

 次に、１０ページの収支計算書総括表は、予算額と決算額の比較を行い、１１ページ、

１２ページの収支計算書につきましては、その詳細を記載いたしております。また、別

に添付いたしております平成２０年度正味財産計算書説明書の１ページによりまして、

前年度決算額と今年度決算額を比較し、その増減を記載させていただいておりますので、

よろしくお願いをいたします。 

 最後に、別綴じで、去る５月１１日に実施された監査結果報告書を添付いたしており

ますので、ご参照をよろしくお願いをいたします。 

 また、本報告議案につきましては、去る５月２２日に開催されました文化振興財団理

事会においても承認されていますことをご報告申し上げます。 

 以上で、報告第１１号 平成２０年度斑鳩町文化振興財団事業報告についてのご報告

とさせていただきます。 

○議長（中西和夫君） 説明が終わりましたので、本案についての質疑をお受けいたしま 

す。１４番、木澤議員。 

○１４番（木澤正男君） １つちょっと気になったんですけども、監査結果報告書の中の 

４ページのところに、「平成２１年度には総事業管理費の４５％を占める委託料が従来

の随意契約から入札方式に改められ大幅な下落となる見込みである」というふうに書か

れているんですけども、これ、私、聞き逃したのかもしれませんが、３月の段階では、
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このことについては報告がなかったように思うんですが、これはこれからどういうふう

に変わるというふうになっていくんですかね。 

○議長（中西和夫君） 池田総務部長。 

○総務部長（池田善紀君） ３月議会の平成２１年度斑鳩町文化振興財団の予算を説明さ 

せていただきました。その中におきましても、総合管理の委託につきまして、平成２１

年度につきましては、当初からずっと契約しておりますけども、相当期間がたっており

ますんで、また新たに入札をし直した結果、総合管理料は安くなりましたということで、

説明の中ではさせていただいております、それにつきましては。そういうことを書いて

おられるわけなんです。だから、あこでやってる総合管理委託料が減りましたよという

ことでなっております。 

○議長（中西和夫君） １４番、木澤議員。 

○１４番（木澤正男君） ごめんなさい、ちょっと私その辺のところ認識不足でした。 

 そうしますと、今、指定管理者として財団の方に管理の方は委託していますけども、

その中の総事業管理費という部分が、これまでとやり方が変わると、随意契約から入札

方式に改められて、業者の方というのは、結局どういう形に変わっていっているんです

か。 

○議長（中西和夫君） 池田総務部長。 

○総務部長（池田善紀君） 業者といいますと、中の総合管理ですんで、今まででしたら、 

日本ディライトという会社がやっておられました。今度、入札した結果、日東カストデ

ィアルさんが取られたということであります。その中で、総合的にやって約６００万円

程度安くなった。その結果、平成２１年度予算につきましては、その分については下が

っておりますということで、その分の指定管理料が当然下がってきますということを書

いておられます。 

○議長（中西和夫君） ほか、ございませんか。これをもって質疑を終結いたします。 

 報告第１１号 平成２０年度斑鳩町文化振興財団事業報告についてを終わります。 

 続いて、日程２９、報告第１２号 平成２０年度斑鳩町土地開発公社業務報告につい

てを議題といたします。 

 お諮りいたします。本案については、会議規則第３９条第３項の規定により、委員会

付託を省略することにご異議ございませんか。 

         （「異議なし」と呼ぶ者あり） 
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○議長（中西和夫君） 異議なしと認めます。よって報告第１２号については、委員会付 

託を省略いたします。 

 理事者の報告を求めます。西川企画財政課長。 

○企画財政課長（西川 肇君） それでは、報告第１２号 平成２０年度斑鳩町土地開発 

公社業務報告につきましてご報告申し上げます。 

 まず、議案書を朗読いたします。 

 報告第１２号 

        平成２０年度斑鳩町土地開発公社業務報告について 

 標記について、地方自治法第２４３条の３第２項の規定により、別紙のとおり報告し

ます。 

 平成２１年６月２日提出 

                            斑鳩町長 小城利重 

 それでは、平成２０年度斑鳩町土地開発公社の業務内容につきましてご説明をさせて

いただきます。 

 恐れ入りますが、業務報告書の８ページをお開きいただけますでしょうか。平成２０

年度斑鳩町土地開発公社事業実績報告書であります。 

 平成２０年度は、新たな公有地の取得はなく、処分が５件となっております。９ペー

ジには、これら５件の位置等につきましてお示ししております。 

 まず、処分①でありますが、道路新設改良事業用地の処分としまして、興留９丁目地

内に位置する公社保有地１，５６０平方メートルを１億４，４７２万１９６円で斑鳩町

土地開発基金により町に処分したものであります。次に、処分②でありますが、同じく

道路新設改良事業用地の処分としまして、五百井１丁目地内に位置します公社保有地２

４５．５２平方メートルを３，１９９万２，２３４円で斑鳩町土地開発基金により町に

処分したものであります。次に、処分③でありますが、町道３１２号線整備事業用地の

処分としまして、興留７丁目地内に位置します公社保有地６２．５平方メートルを１，

０８３万２，２５２円で町に処分したものであります。続きまして、処分④であります

が、都市計画道路代替用地の処分としまして、興留５丁目に位置します公社保有地４０

５．６３平方メートルを１億４，１９３万８，１２０円で斑鳩町土地開発基金によりま

して町に処分したものであります。最後ですが、処分⑤でありますが、都市計画道路代

替用地の処分としまして、龍田西８丁目地内に位置します公社保有地９７２．６１平方
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メートルを２億６，４６９万３，９００円で町に処分したものであります。平成２０年

度では、以上処分事業は５件となっております。 

 恐れ入りますが、１４ページから１５ページをお開きいただけますでしょうか。平成

２０年度における公社保有地の状況についてであります。 

 １４ページでは、平成２０年度の公社保有地のうち、事業用地の明細をお示ししてお

ります。先ほどご説明させていただきました処分の結果、平成２０年度末の公有用地の

状況は、このページの右端の部分、期末残高の合計欄でございますが、面積で５０６．

４４平方メートル、保有残額で１億１，２２７万８，３２１円となり、前年度末と比較

しまして、面積では１，８６８．０２平方メートル、保有残額では１億８，４０２万５，

２９５円の減少となっております。 

 次に、１５ページにお移りいただけますでしょうか。１５ページは、平成２０年度の

公社保有地のうち代替地の明細をお示ししております。平成２０年度末の代替地の状況

は、同じく右端の期末残高の合計欄にございますが、面積で８８２．１４平方メートル、

保有残額で１億８，６１８万４７４円となり、前年度末と比較しまして、面積では１，

３７８．２４平方メートル、保有残額では３億９，３５４万２，３１３円の減少となっ

ております。 

 事業用地と代替地を合わせました平成２０年度末の公社保有地の状況につきましては、

保有地面積の合計では、１，３８８．５８平方メートル、保有残額の合計としましては、

２億９，８４５万８，７９５円となり、前年度末と比較しまして、面積では３，２４６．

２６平方メートル、保有残額では５億７，７５６万７，６０８円の減少となっておりま

す。 

 なお、２０ページには、それぞれ保有地の位置をお示ししておりますので、後ほどご

参照いただきたいと思います。 

 それでは、３ページにお戻りいただけますでしょうか。損益計算書であります。１の

公有地取得事業収益は５億９，４１７万６，７０２円、２の公有地取得事業原価も同額

となっております。 

 次に、３の販売費及び一般管理費についてでありますが、一般管理費として、監事報

酬４万円となっております。 

 事業総損失から販売費及び一般管理費を差し引いた事業損失は、４万円となっており

ます。 
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 次に、４の事業外収益でありますが、受取利息で１万３，０８６円、雑収入では、一

時的な駐車場として土地賃借料等１万７，３８０円、合わせまして３万４６６円となっ

ております。 

 この結果、当期損失は９，５３４円となっております。 

 続きまして４ページをお開きいただけますでしょうか。貸借対照表であります。 

 初めに、資産の部の流動資産では、現金及び預金で、基本財産５００万円の定期預金

を含めまして６８８万８，３６８円となっております。この現金及び預金の内容につき

ましては、１３ページにその明細をお示ししておりますので、後ほどご参照をいただけ

ればと思います。未収収益は、基本財産５００万円の定期預金の予定受取利息で、７２

１円となっております。先ほど平成２０年度における公社保有地の状況のところでご説

明させていただきましたとおり、公有用地は１億１，２２７万８，３２１円となってお

ります。また、代替用地では、１億８，６１８万４７４円となっております。この結果、

資産合計は、３億５３４万７，８８４円となっております。 

 続きまして、負債及び資本の部であります。５ページにお移りいただけますでしょう

か。 

 初めに、負債についてでありますが、流動負債の短期借入金のみで、負債合計額は２

億８，２８８万３，８８３円となっております。この短期借入金の内容につきましては、

１６ページにその明細をお示ししておりますので、後ほどご参照いただければと思いま

す。 

 次に、資本についてでありますが、資本金では、基本財産として町から出資金５００

万円、準備金では、前期繰越準備金１，７４７万３，５３５円、先ほど損益計算書のと

ころで申し上げました当期損失９，５３４円を差し引きまして、準備金合計では１，７

４６万４，００１円となりまして、資本合計では２，２４６万４，００１円となってお

ります。なお、この準備金合計額は、次の６ページにございますように、翌年度に繰り

越しをさせていただいております。 

 ５ページにお戻りいただきまして、この結果、負債及び資本合計は、一番下の行のと

ころでございますが、３億５３４万７，８８４円となっております。 

 続きまして、１２ページをお開きください。審査意見書でございます。この業務報告

につきましては、去る５月１日に、岡田監事、中西監事に審査をお願いし、その結果に

ついて審査意見をいただいたものでございます。 
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 また、この平成２０年度業務報告につきましては、５月１３日の土地開発公社理事会

において承認いただいておりますので、あわせてご報告申し上げます。 

 以上、簡単ではございますが、平成２０年度斑鳩町土地開発公社業務報告につきまし

てのご報告とさせていただきます。 

○議長（中西和夫君） 説明が終わりましたので、本案について質疑をお受けいたします。 

１４番、木澤議員。 

○１４番（木澤正男君） すみません、質疑というよりもお願いなんですけども、これ、 

処分ということで進めていっていただくことについて、特に問題とするわけでもないん

ですけども、私、この資料が毎回見てもどうもわかりにくいんですよね。去年も、それ

で担当課の方に色々教えてもらいに行ったんですけども、こっちの提出議案説明の中に、

簿価総額と面積も合計して書いていただいているんですけども、こっちの方を見ると１

４ページと１５ページと分けて書いていただいてますけども、これも出来たらぱっと見

てやはりわかる形で、合計したものが、今、全部でどれぐらいあるのかというのがわか

る形で何とか資料をつけていただけないかなと思うんですけども、それは出来るんでし

ょうか。 

○議長（中西和夫君） 西川企画財政課長。 

○企画財政課長（西川 肇君） 今、ご指摘いただきましたように、資料の方、今、申さ 

れましたように、わかりやすく合計額を書く欄も設けまして記載していきたいというふ

うに思います。 

○議長（中西和夫君） ほか、ございませんか。これをもって質疑を終結いたします。 

 報告第１２号 平成２０年度斑鳩町土地開発公社業務報告についてを終わります。 

 以上をもちまして本日の議事日程はすべて終了いたしました。 

 明３日から７日までは休会、８日は午前９時から一般質問を予定しておりますので、

定刻にご参集をお願いいたします。 

 本日はこれをもって散会いたします。どうもご苦労さまでした。 

         （午後２時６分 散会） 


